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は
じ
め
に

今
回
は
「
京
城
日
報
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
林
芙
美
子
関
連
の
資
料
を

取
り
上
げ
る
。
「
京
城
日
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
時
間
順
に
並
べ
る
と
、
「
文

壇
噂
ば
な
し
」（
昭
和
六
年
一
一
月
二
一
日
）
、「
林
芙
美
子
の
小
説
・
雑
感
（
文

学
の
一
意
見
書
）
」（
昭
和
六
年
一
二
月
二
〇
、
二
二
日
）
、
「
靄
」（
昭
和
八
年
一
月

一
二
、
一
三
、
一
四
日
）
、
「
文
学
雑
感
」（
昭
和
一
一
年
七
月
一
七
日
）
の
四
点
で

あ
る
。
そ
の
中
で
林
芙
美
子
作
は
「
靄
」
と
「
文
学
雑
感
」
の
二
編
で
あ

る
。
特
に
「
靄
」
と
い
う
作
品
は
『
林
芙
美
子
全
集
』
未
収
録
で
今
ま
で

研
究
書
な
ど
に
そ
の
書
誌
情
報
が
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
三
回
連
載
の
短

編
小
説
で
あ
る
。
そ
の
あ
ら
す
じ
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
某
学
院
に
通

っ
て
い
る
葦
野
と
い
う
学
生
の
寮
に
遊
び
に
行
っ
た
路
子
と
正
子
が
そ
の

帰
り
に
靄
の
中
で
葦
野
か
ら
驚
か
さ
れ
る
。
そ
の
際
正
子
は
始
め
て
葦
野

を
男
と
し
て
認
識
し
て
し
ま
う
。
後
に
、
三
人
は
お
で
ん
屋
に
寄
り
、
葦

野
が
靄
の
晩
に
起
き
た
失
恋
の
話
を
聞
く
。
靄
に
表
象
さ
れ
る
、
恋
が
結

ば
れ
た
り
結
ば
れ
な
か
っ
た
り
す
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
な
空
間
で
の
エ
ピ
ソ
ー

京
城
だ
よ
り
③

『
林
芙
美
子
全
集
』
未
収
録
資
料

紹
介

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
後
の
作
品
活
動
を
中
心
に

―

嚴

基

權

E
O
M

K
i-
k
w
e
o
n

ド
が
中
心
に
描
か
れ
て
い
る
。
「
靄
」
の
連
載
一
回
目
の
紙
面
に
は
昭
和

六
年
に
撮
っ
た
と
思
わ
れ
る
作
者
の
顔
写
真
が
一
葉
、
二
回
目
に
は
作
者

不
明
の
挿
絵
が
一
葉
付
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

昭
和
一
一
年
に
書
か
れ
た
「
文
学
雑
感
」
は
林
芙
美
子
の
文
学
に
対
す

る
姿
勢
や
旅
に
出
る
時
の
心
情
が
綴
ら
れ
て
あ
り
、
芙
美
子
の
文
学
を
理

解
す
る
に
あ
た
っ
て
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
林
芙
美
子
は

「
外
地
」
、
そ
の
中
で
も
朝
鮮
と
の
接
点
が
殆
ど
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
だ

が
右
記
二
編
か
ら
、
芙
美
子
が
実
は
、
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
に

作
品
や
随
筆
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
立
証
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
だ
け
で
も

注
目
に
値
す
る
資
料
だ
と
言
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
一
先
ず
「
靄
」
が
掲
載
さ
れ
る
昭
和
八
年
頃
の
林
芙
美
子

の
文
学
活
動
に
つ
い
て
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
後
の
林
芙
美
子

昭
和
五
年
改
造
社
か
ら
出
版
し
た
『
放
浪
記
』
が
大
ヒ
ッ
ト
し
、
そ
の

際
の
原
稿
料
な
ど
で
中
国
に
海
外
旅
行
に
出
る
。
そ
れ
か
ら
二
年
後
の
昭

和
六
年
一
一
月
に
は
朝
鮮
と
シ
ベ
リ
ア
経
由
の
汽
車
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行

き
、
ほ
ぼ
半
年
後
の
昭
和
七
年
六
月
に
日
本
に
戻
っ
て
く
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
滞
在
中
に
も
芙
美
子
は
創
作
活
動
を
続
け
て
い
た
。
帰
国
後
の
創
作
活

動
を
全
集

の
年
譜
か
ら
適
宜
抜
粋
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

(1)

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
二
十
九
歳

一
月
二
十
三
日
、
パ
リ
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
行
く
。
二
月
二
十
五
日
、



ロ
ン
ド
ン
か
ら
パ
リ
に
戻
る
。
五
月
改
造
社
山
本
実
彦
社
長
か
ら
旅
費

を
借
り
、
日
本
郵
船
榛
名
丸
で
帰
国
。
途
中
、
上
海
に
立
ち
寄
り
、
魯

迅
に
会
い
、
「
杏
義
山
」
の
詩
の
色
紙
を
貰
う
。
六
月
十
六
日
、
欧
州

旅
行
か
ら
帰
国
。
八
月
二
日
よ
り
十
六
日
、
戸
隠
へ
行
く
。
二
十
六
日
、

下
落
合
四
丁
目
二
一
三
三
番
地
の
和
洋
式
の
洋
館
を
借
り
転
居
（
家
賃

五
〇
円
）
。
以
後
十
年
、
こ
こ
に
住
む
。
九
月
二
十
三
日
、
義
父
、
母

商
用
の
た
め
上
京
。

月
「
西
伯
利
亜
の
三
等
列
車
」
改
造

「
下
駄
で
歩
い
た
巴
里
」
婦

2
人
サ
ロ
ン

月
「
巴
里
の
小
遣
い
帳
」
婦
人
世
界

3
月
「
屋
根
裏
の
椅
子
」
改
造

「
女
性
読
本
第
一
課
」
婦
人
世
界

「
巴

4
里
ま
で
晴
天
」
改
造

「
皆
知
つ
て
ゐ
る
よ
」
婦
人
サ
ロ
ン

「
倫
敦

の
下
宿
其
の
他
」
中
央
公
論

月
「
巴
里
の
横
町
」
婦
人
サ
ロ
ン

5
月
「
一
瞬
の
欧
州
の
旅
」
読
売
新
聞
（

、

、

日
）

「
私
の

6

22

23

24

見
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
朝
日
新
聞
（

日
）

23

月
「
男
性
軽
蔑
の
意
」
婦
人
サ
ロ
ン

「
ナ
ポ
リ
小
景
」
若
草

「
仏

8
蘭
西
の
田
舎
」
新
潮

月
「
彼
女
の
控
帳
」
新
潮

「
巴
里
案
内
」
婦
人
世
界

「
山
日
記
」

9
作
品

月
「
小
間
使
ひ
の
言
ひ
分
」
婦
人
サ
ロ
ン

「
独
身
者
の
風
」
若
草

10「
林
芙
美
子
の
青
春
」
婦
人
公
論

「
羅
天
区
の
散
歩
」
改
造

月
「
小
区
」
中
央
公
論

「
或
る
大
学
生
の
記
憶
」
三
田
新
聞
（

11

4

日
）

「
牡
蠣
を
食
ふ
話
」
セ
ル
パ
ン

「
三
等
船
室
雑
話
」
政
界

往
来

「
巴
里
の
裸
体
美
人
」
オ
ー
ル
読
物

「
ひ
と
り
旅
の
記
」
日

本
国
民

「
一
速
の
散
文
―
銀
座
風
景
」
新
潮

月
「
耳
輪
の
つ
い
た
馬
」
改
造
（

年

月
ま
で
連
載
）

「
外
国

12

8

1

か
ら
日
本
を
見
る
」
新
潮

「
女
性
作
家
に
寄
せ
て
」
作
品

昭
和
八
年
（
一
九
三
三
）
三
十
歳

三
月
四
日
、
岡
山
の
義
父
上
京
。
一
時
同
居
し
た
が
、
や
が
て
近
く

に
別
居
し
た
。
四
月
二
十
六
日
よ
り
二
十
九
日
、
改
造
社
の
講
演
旅
行

で
関
西
へ
赴
く
。
七
月
二
十
一
日
よ
り
因
島
へ
行
き
、
八
月
十
八
日
帰

京
。
こ
の
月
、
保
高
徳
蔵
の
厚
意
に
よ
り
、
第
二
詩
集
『
面
影
』
が
刊

行
さ
れ
た
。
九
月
四
日
よ
り
十
二
日
ま
で
、
共
産
党
に
資
金
寄
付
を
約

束
し
た
と
い
う
疑
い
で
中
野
警
察
署
に
留
置
さ
れ
る
。
十
月
二
十
二
日
、

京
屋
に
て
木
村
毅
、
片
岡
鉄
平
に
会
う
。
十
一
月
三
日
、
義
父
沢
井
喜

三
郎
、
急
性
肺
炎
で
死
去
。
そ
の
後
、
実
母
を
ひ
き
と
り
晩
年
ま
で
一

緒
に
暮
ら
し
た
。

月
「
女
ふ
と
こ
ろ
日
記
」
婦
人
世
界
（
五
月
ま
で
連
載
）

「
空
の

1
喇
八
」
新
潮

「
晩
年
」
新
女
苑

「
客
と
芸
者
」
サ
ン
デ
ー
毎
日
（
8

日
）

「
リ
ラ
の
女
逹
」
週
刊
朝
日
（

日
）

20

月
「
私
は
泣
か
な
い
」
令
女
界

「
洋
燈
の
憶
ひ
ご
と
」
サ
ン
デ
ー

2
毎
日
（

日
）

「
劇
団
東
京
の
『
桜
の
園
』
を
見
て
」
作
品

19

月
「
心
の
風
景
画
」
婦
人
世
界

「
燐
寸
と
酒
に
寄
せ
て
」
モ
ダ
ン

3
日
本

「
も
し
カ
チ
ュ
ウ
シ
ャ
で
あ
っ
た
な
ら
ば
」
新
潮

『
わ
た
し

の
落
書
』
啓
松
堂

月
「
魚
の
序
文
」
文
芸
春
秋

「
散
歩
の
苦
言
」
国
民
新
聞

4
月
「
大
島
行
き
」
改
造

「
花
と
暦
」
新
潮

『
三
等
旅
行
記
』
改
造

5



社
『
放
浪
記
・
續
放
浪
記
』
改
造
社

『
清
貧
の
書
』
改
造
社

月
「
鷲
」
改
造

6
月
「
人
形
聖
書
」
若
草
（

月
ま
で
連
載
）

7

12

月
「
涼
し
き
隠
れ
家
」
令
女
界

「
わ
が
身
上
相
談
」
婦
人
公
論
『
面

8
影
』
文
学
ク
オ
タ
リ
ィ
社

月
「
小
さ
い
花
」
新
潮

「
巴
里
の
術
策
」
モ
ダ
ン
日
本

「
落
合
町

9
山
川
記
」
改
造

月
「
紅
葉
の
懺
悔
」
文
芸

「
朝
顔
」
文
学
界

11
日
本
に
戻
っ
て
か
ら
「
彼
女
の
控
帳
」
や
「
小
区
」
な
ど
の
作
品
で
再
び

注
目
を
浴
び
る
。
特
に
「
小
区
」
は
今
ま
で
の
自
伝
的
作
品
か
ら
脱
皮
し

よ
う
と
す
る
作
家
の
努
力
が
見
え
は
じ
め
る
と
評
価
さ
れ
る

。
(2)

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
創
作
に
お
け
る
手
法
の
変
化
は
昭
和
八
年
に
な

っ
て
も
そ
の
葛
藤
が
見
ら
れ
る
。
昭
和
八
年
四
月
に
「
文
芸
春
秋
」
に
書

い
た
「
魚
の
序
文
」
は
、
好
評
を
得
る
と
同
時
に
そ
れ
ま
で
の
抒
情
詩
人

の
よ
う
な
「
型
」
か
ら
逃
れ
て
い
な
い
と
い
う
厳
し
い
評
価
も
う
け
る
。

例
え
ば
、
広
津
和
郎
「
文
芸
時
評
（
完
）
」（
「
読
売
新
聞
」
昭
和
八
年
三
月
三
〇

日
）
と
榊
山
潤
「
文
芸
時
評
（
四
）
」（
「
時
事
新
報
」
昭
和
八
年
三
月
三
一
日
）

は
そ
れ
ぞ
れ
「
ぴ
し
ぴ
し
と
小
魚
の
跳
ね
て
ゐ
る
や
う
な
活
発
さ
」
の
あ

る
作
品
、「
相
変
ら
ず
、
貧
乏
の
中
に
ゐ
て
慎
ま
し
く
貧
乏
く
さ
く
な
い
」

「
仄
々
と
明
る
い
純
情
の
女
性
」
の
主
人
公
の
作
品
で
あ
る
と
評
価
し
て

い
る
。
そ
の
反
面
、
深
田
久
弥
「
文
芸
時
評
②
」（
「
東
京
日
日
新
聞
」
昭
和
八

年
三
月
三
一
日
）
は
「
魚
の
序
文
」
に
つ
い
て
「
相
変
ら
ず
水
々
し
い
詩
情

に
充
ち
た
作
品
」
で
、
作
者
の
林
芙
美
子
を
「
賞
讃
す
る
人
々
は
、
あ
る

一
つ
の
氏
の
型
で
氏
を
享
け
入
れ
て
」
い
て
、
そ
れ
を
作
者
「
自
ら
氏
の

型
を
模
倣
し
て
ゐ
る
ら
し
く
さ
へ
見
え
る
」
と
し
、
創
作
の
技
法
の
流
動

性
を
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
、
木
村
毅
も
「
四
月
文
壇
の
印
象
（
七
・
完
）
」

（
「
九
州
日
報
」
昭
和
八
年
四
月
一
三
日
）
で
「
魚
の
序
文
」
を
取
り
上
げ
な
が

ら
、
林
芙
美
子
に
つ
い
て
「
相
変
は
ら
ず
の
抒
情
人
で
」
「
ど
う
や
ら
少

し
溺
れ
気
味
に
み
え
る
」
と
酷
評
し
て
い
る
。
後
に
「
私
の
仕
事
」
で
林

芙
美
子
が
自
分
の
創
作
活
動
を
振
り
返
っ
て
「
私
の
仕
事
は
、
放
浪
記
時

代
、
清
貧
の
書
時
代
、
牡
蠣
時
代
と
、
三
期
に
わ
け
る
こ
と
が
出
来
る
」

（
「
文
芸
」
昭
和
一
二
年
八
月
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
昭
和
八
年
は
「
清
貧
の

書
時
代
」
と
「
牡
蠣
時
代
」
と
の
真
っ
只
中
に
位
置
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
創
作
技
法
の
変
更
が
要
求
さ
れ
た
時
期
に
「
靄
」
と
い
う
作

品
が
書
か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
林
芙
美
子
の
「
靄
」
と
い
う
短
編
小
説
を
掲
載
す
る
。

資
料
の
翻
刻
に
当
た
り
、
本
文
表
記
は
原
則
と
し
て
原
文
に
従
っ
た
。
特

に
、
漢
字
は
可
能
な
限
り
原
文
そ
の
ま
ま
の
旧
字
体
で
、
仮
名
遣
い
も
歴

史
的
仮
名
遣
い
、
ま
た
活
字
が
つ
ぶ
れ
て
見
え
な
い
判
読
不
可
能
な
文
字

は
「
■
」
で
表
記
し
た
。
最
後
に
、
各
資
料
の
末
尾
に
、
掲
載
さ
れ
た
日

付
、
朝
夕
刊
の
別
、
掲
載
面
数
を
付
し
た
。

『
林
芙
美
子
全
集
』
未
収
録
資
料

靄
（
一
）

林

芙
美
子

部
屋
へ
這
入
る
な
り
、正
子
が
い
き
な
り

男

の
や
う
な
ぞ
ん
ざ
い
な
口

．
．
．
．

へ

は

い

を
と
こ

く
ち



を
利
い
た
。

「
う
ん
、
な
か

く
い
ゝ
部
屋
だ
ね
」

へ

「
晝
間
だ
と
と
て
も
い
ゝ
ン
だ
け
ど
…
こ
ゝ
ず
つ
と
麥
畑
で
す
ヨ
」

ひ
る×

×
學
院
に
通
つ
て
ゐ
る
葦
野
が
、
お
と
な
し
く
說
明
し
な
が
ら
、
正

い
ん

の

め
い

面
の
硝
子
窓
を
開
け
た
。

ま
ど

コ
ツ
、
コ
ツ
、
コ
ツ
誰
か
ノ
ツ
ク
す
る
。

た
れ

「
葦
野
君
、
葦
野
君
、
ゐ
る
か
ね
」

の

く
ん

の

く
ん

聲
が
そ
れ
に
つ
ゞ
い
た
。
「
あ
ゝ
」
と
も
「
お
ゝ
」
と
も
つ
か
ぬ
返
事

こ
え

へ
ん

じ

を
し
て
、
葦
野
君
が
入
口
の
扉
を
開
け
る
と
い
き
な
り
ヒ
ヨ
イ
と
、
脂
肪

の

く
ん

く
ち

つ
ぽ
い
若
い
學
生
の
顔
が
、
素
早
く
の
ぞ
い
た
。

わ
か

が
く
せ
い

す

は
や

「
君
イ
、
濟
ま
な
い
が
バ
ツ
ト
を
持
つ
て
た
ら
…
…
」
み
な
ま
で
聞
か
ず

き
み

す

も

き

に
、
葦
野
は
机
の
上
の
バ
ツ
ト
を
渡
し
た
。

の

う
へ

わ
た

顔
を
引
込
ま
せ
た
學
生
が
、
入
口
で
葦
野
と
二
言
三
言
喋
る
と
、
朗
ら

こ

が
く
せ
い

く
ち

の

か
な
笑
ひ
を
あ
げ
た
。

ス
リ
ツ
パ
の
音
が
ゆ
つ
く
り
遠
ざ
か
つ
て
行
く
。

お
と

と
ほ

ゆ

机
の
前
に
戻
つ
た
葦
野
の
顔
に
は
、
ま
だ
微
笑
の
影
が
漂

つ
て
ゐ
る
。

の

か
げ

た
ゞ
よ

き
つ
と

女

客
が
問
題
に
な
つ
た
の
に
違
ひ
な
い
。

を
ん
な

だ
い

「
お
と
も
だ
ち
？
」

路
子
が
小
さ
な
聲
で
聞
い
た
。
遠
く
で
パ
タ
ン
と
扉
を
閉
め
る
音
が
す

こ

こ
え

と
ほ

お
と

る
。

「
え
ゝ
、
奴
と
て
も
面
白
い
ん
で
…
…
若
い
女
の
人
が
來
る
毎
に
、
何
と

し
ろ

わ
か

ひ
と

か
文
句
を
つ
け
て
は
き
つ
と
の
ぞ
き
に
來
る
ん
で
す
よ
。
そ
し
て
紹
介
し

も
ん

く

せ
う
か
い

ろ
、
紹
介
し
ろ
つ
て
ね
」

せ
う
か
い

「
ア
ラ
ツ
、
そ
ん
な
に
し
よ
つ
ち
う
女
の
方
が
ゐ
ら
つ
し
や
る
ん
で
す

か
？
」

黙
り
屋
の
路
子
が
眞
面
目
顔
で
き
い
た
の
で
、
み
ん
な
は
笑
ひ
だ
し
て

こ

し
ま
つ
た
。

「
お
と
な
し
い
く
せ
に
、
ヒ
ヨ
イ
、
ヒ
ヨ
イ
と
急
所
を
突
く
の
ね
、
路
ち

き
う
し
よ

つ

や
ん
は
…
…
」

正
子
が
相
變
ら
ず
男

の
や
う
な
口
を
き
い
た
。

こ

あ
ひ
か
は

を
と
こ

く
ち

「
全
く
、
だ
け
ど
、
さ
う
ぢ
や
な
い
ん
で
す
よ
。
こ
の

間

一
度
、
學
院

あ
い
だ

ど

い
ん

の
女
生
徒
が
來
た
ツ
き
り
で
す
よ
」

ぢ
よ
せ
い

き

「
ア
、
あ
の
サ
ン
ち
や
ん
？
」

「
困
つ
ち
ま
う
ナ
、
サ
ン
ち
や
ん
つ
て
僕
、
實
際
何
で
も
な
い
ん
で
す

か

こ
ま

ぼ
く

じ
つ
さ
い
な
ん

（
マ
マ
）

ね
え
葦
野
は
熱
く
な
り
な
が
ら
、
い
ひ
譯
を
し
た
。

の

正
子
も
路
子
も
、
サ
ン
ち
や
ん
の
事
に
就
い
て
は
餘
り
知
ら
な
か
つ
た
。

こ

こ
と

し

唯
サ
ン
ち
や
ん
と
呼
ば
れ
る
學
院
き
つ
て
の
茶
目
な
ひ
と
ゝ
、
お
ぼ
つ
ち

よ

い
ん

や
ん
の
葦
野
が
一
緒
に
さ
れ
て
、
學
院
の
生
徒
が
か
ら
か
ひ
の
種
に
し
て

．
．
．
．

の

い
ん

せ
い

た
ね

ゐ
る
と
い
ふ
事
だ
け
は
、
以
前
か
ら
耳
に
し
て
ゐ
た

こ
と

い

「
そ
れ
よ
り
も
、
ホ
ラ
、
あ
れ
見
ま
し
た
か
、
似
て
る
で
せ
う
…
…
」

机
の
上
の
電
氣
ス
タ
ン
ド
が
、
く
る
り
と
壁
の
一
方
に

廻

轉
し
た
。

う
へ

き

は
う

く
わ
い
て
ん

壁
に
は
薄
水
色
の
灯
が
縞
に
な
つ
て
流
れ
た
。

う
す

い
ろ

濡
れ
た
や
う
な
電
燈
の
光
線
に
、
ほ
の
か
に
照
し
出
さ
れ
た
額
の
中
に

と
う

て
ら

な
か

は
、
路
子
に
そ
つ
く
り
の

女
の
顔
が
、
長
い
睫
を
あ
げ
て
ゐ
た
。

こ

を
ん
な

な
が

「
實
際
似
て
る
ね
え
、
あ
れ
の
こ
と
を
吉
田
君
が
路
ち
や
ん
に
似
て
る
つ

じ
つ
さ
い

だ

く
ん

て
云
つ
た
の
は
？
」

「
え
、
さ
う
で
す
。
友
達
が
持
つ
て
ゐ
た
の
を
、
僕
、
せ
が
ん
で
持
つ
て
來

と
も

も

も

き

ち
や
つ
た
ん
で
す
よ
」



「
フ
ウ
ン
」

正
子
が
長
い
あ
ご
を
突
き
出
す
や
う
な
厭
に
づ
ん
ど
う
な
返
事
を
し

こ

つ

へ
ん

じ

た
。

「
イ
ヤ
、
變
に
思
は
な
い
で
下
さ
い
。

余

り
似
て
た
も
ん
だ
か
ら
、
つ

へ
ん

お
も

（
マ
マ
）

ひ
欲
し
く
な
つ
て
…
…
」

「
さ
ア
、
そ
の
、
つ
ひ
欲
し
く
な
つ
た
そ
こ
ん

所
の
氣
持
な
る
も
の
が
、

と
こ
ろ

そ
も
そ
も
問
題
だ
わ
ね
え
」〔
「
京
城
日
報
」
昭
和
八
年
一
月
一
二
日
朝
刊
六
面
〕

（
二
）

「
さ
て
、
僕
、
お
送
り
し
ま
せ
う
」

ぼ
く

お
く

シ
イ
ン
と
し
た
夜
更
け
の
寮
を
出
る
と
、
外
は
深
い
靄
で
あ
つ
た
。

よ

ふ

ふ
か

寮
の
前
の
坂
を
ダ
ラ
ダ
ラ
と
降
り
る
と
、
廣
い
野
原
だ
が
、
深
い
靄
で

さ
か

の

は
ら

ふ
か

一
間
先
も
見
え
な
か
つ
た
。

み

「
葦
野
さ
ん
、
か
へ
る
時
、
淋
し
か
な
い
？
」

の

「
僕
、僕
な
ん
か
大
丈
夫
で
す
よ
、路
ち
や
ん
み
た
い
な
弱
虫
と
違
ふ
、
男

ぼ
く

よ
わ

を
と
こ

だ
も
の
」

「
ウ
ツ
…
…
男

だ
も
の
か
、
矢
張
り
私
は
淋
し
い
ナ
」

を
と
こ

わ
た
し

「
さ
う
で
す
か
ね
え
、
僕
は
ま
た
、
正
子
さ
ん
み
た
い
に
肥
つ
て
、
ガ
ツ

チ
リ
し
た
女
は
、
何
が
出
た
つ
て
恐
か
な
い
だ
ら
う
と
思
つ
た
」

な
に

お
も

今
度
は
誰
も
何
と
も
云
は
な
い
。
靄
が
深
く
て
、
並
ん
で
ゐ
て
も
お
互

こ
ん

た
れ

な
ん

ふ
か

た
が
ひ

の
顔
色
が
認
め
な
い
の
だ
。

い
ろ

「
ど
つ
か
で
水
の
音
が
す
る
の
ね
エ
」

お
と

「
橋
は
ま
だ
な
ン
だ
ら
う
か
」

は
し

「
エ
、
ま
だ
野
つ
原
を
半
分
も
來
て
な
い
ン
で
す
よ
。
ホ
ラ
、
遠
く
に
ポ

の

は
ら

き

と
ほ

ツ
ン
と
赤
い
灯
が
見
え
る
で
せ
う
、
あ
れ
が
橋
の
た
も
と
に
立
つ
て
る
電

あ
か

み

は
し

で
ん

柱
で
す
」

ち
う「

こ
の
邊
で
何
か
出
た
ら
恐
い
だ
ら
う
な
ア
」

な
ん

で

「
こ
の
向
ふ
の
山
の

所

は
、
よ
く
不
良
が
出
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
間
も

む
か

や
ま

と
こ
ろ

れ
う

何
處
か
の
若
い
婦
人
が
や
ら
れ
た
ン
だ
つ
て
い
つ
て
ま
し
た
が
ね
ヱ
」

わ
か

ふ

じ
ん

「
だ
け
ど
、
あ
ん
な
淋
し
い
山
の

所

な
ン
か
、
夜
中
ひ
と
り
で
通
る
な

や
ま

と
こ
ろ

と
ほ

ん
て
そ
れ
ア
、
通
る
ひ
と
も
い
け
な
い
と
思
ふ
わ
」

と
ほ

お
も

「
ウ
ワ
ツ
！
」

葦
野
君
が
急
に
お
ど
か
し
た
の
で
、
路
子
は
キ
ヤ
ツ
と
叫
ん
で
小
路
に

の

く
ん

き
う

さ
け

し
や
が
み
込
ん
で
し
ま
つ
た
。

「
あ
ゝ
お
ど
ろ
い
た
…
…
」

「
驚
い
た
？
ア
ハ
…
…
餘
り
淋
し
が
つ
て
ゐ
る
か
ら
ち
よ
つ
と
驚
か
し
て

み
た
く
な
つ
た
ん
で
す
よ
、
さ
あ
歩
き
ま
せ
う
、
も
う
お
ど
か
さ
な
い
か

ら
」

「
よ
ウ
、
し
や
が
み
込
ん
で
る
ひ
と
は
置
い
て
つ
ち
や
う
よ
」

こ

お

間
も
な
く
二
人
は
廣
い
道
へ
出
た
。

み

で

「
も
う
大
丈
夫
だ
」

「
本
當
に
よ
か
つ
た
、
町
も
見
え
る
し
靄
だ
つ
て
う
す
く
な
つ
た
や
う
だ

ほ
ん
と
う

み

わ
」

「
だ
け
ど
葦
野
君
も
ひ
と
が
惡
い
わ
ア

の

く
ん

わ
る

「
正
子
さ
ん
で
も
恐
か
つ
た
で
す
か
？
」

こ

「
恐
か
つ
た
で
す
か
も
な
い
も
ン
だ
。
う
う
ん
、
い
つ
も
な
ら
何
で
も
な

い
ん
だ
け
ど
、
な
ン
し
ろ
、
あ
ゝ
い
ふ
深
い
神
秘
な
、
少
々
キ
ザ
で
も
い

．
．

ふ
か

せ
う

ゝ
や
、
神
秘
な
靄
の
中
で
は
、
何
で
も
違
つ
て
感
じ
ら
れ
る
ん
だ
わ
ね
え
、

な
ん

か
ん



葦
野
さ
ん
な
ん
か
、
い
つ
も
な
ら

私

と
同
輩
か
、
弟
位
に
し
か
、
失
禮

の

わ
た
し

ど
う

し
つ
れ
い

…
…
弟
位
に
し
か
思
つ
て
な
い
ン
だ
け
ど
、
そ
れ
が
あ
ゝ
い
ふ
場
所
で
は

お
も

ば

し
よ

大
變
恐
い
の
ね
ヱ
。
さ
ア
此
の
氣
持
…
…
何
と
云
つ
た
ら
い
ゝ
か
知
ら
。

へ
ん

き

な
ん

し

つ
ま
り
男
と
し
て
感
じ
る
の
ね
ヱ
、
何
よ
り
も

男

と
云
ふ
も
の
を
感
じ

か
ん

な
に

を
と
こ

か
ん

る
ん
だ
わ
」

「
さ
う
い
ふ
の
を
僕
、
何
か
の
本
で
讀
ん
だ
事
が
あ
つ
た
で
す
け
れ
ど
、

ぼ
く

な
に

ほ
ん

こ
と

併
し
弟
と
は
思
ひ
切
つ
て
云
ひ
ま
し
た
ね
、
正
子
さ
ん
に
あ
つ
ち
や
ア
叶

お
も

か
な

は
な
い
。
ど
う
で
す
、
ど
こ
か
で
三
人
で
元
氣
を
つ
け
ま
せ
ん
か
、
そ
れ

げ
ん

と
も
餘
り
お
そ
く
な
り
す
ぎ
ま
す
か
？
」

「
い
ゝ
え
、
大
丈
夫
よ
オ
、
親
は
四
百
里
先
だ
も
の
、
下

宿

な
ん
か
か

ぶ

お
や

し
ゆ
く

ま
う
こ
と
な
い
し
、
そ
こ
ン

所
の
お
で
ん
屋
起
き
て
る
ら
し
い
わ
」

と
こ
ろ

正
子
が
、
の
れ
ん
の
端
に
手
を
か
け
て
中
を
覗
い
た
。

こ

な
か

「
誰
か
ゐ
る
や
う
だ
け
ど
…
…
も
つ
と
先
へ
行
つ
て
見
ま
せ
う
か
」

た
れ

み

「
か
ま
は
な
い
ぢ
や
な
い
の
、
さ
あ
這
入
ら
う
、
這
入
り
ま
せ
う
よ
」

は

い

は

い

正
子
の
厚
い
肩
が
ま
つ
さ
き
に
の
れ
ん
を
く
ゞ
つ
た
。
二
人
も
後
に
つ

．
．
．

こ

か
た

ゞ
い
た
。〔
「
京
城
日
報
」
昭
和
八
年
一
月
一
三
日
朝
刊
六
面
〕

（
三
）

三
四
人
の
先
客
が
、
ド
カ

〱
と
歸
つ
て
行
く
と
、
土
間
の
バ
ン
コ
に

せ
ん

か
へ

ゆ

陣
取
つ
て
居
た
三
人
も
、
正
子
の
發
議
で
座
敷
へ
上
つ
た
。
席
を
か
へ
て
、

と

ゐ

に
ん

こ

は
つ

ぎ

ざ

し
き

せ
き

一
度
途
切
れ
た

話

を
、
亦
葦
野
は
つ
ゞ
け
た
。

と

は
な
し

「
…
…
で
、
朝
早
く
、
カ
バ
ン
を
か
け
た
女

の
子
が

林
の
中
を
泣
き
通

は
や

を
ん
な

こ

は
や
し

な

つ
た
と
か
、
ど
こ
ま
で
行
つ
て
も
、
結
局

話

は
本
筋
へ
ふ
れ
て
來
な
い

け
つ
き
よ
く
は
な
し

ほ
ん
す
ぢ

ん
で
す
。
僕
は
僕
で
ま
た
、
あ
の

偏

質
者
の
父
が
死
ん
だ
ら
、
自
分
の

ぼ
く

ぼ
く

（
マ
マ
）
し
つ
し
や

ち
ゝ

し

じ

分
だ
け
財
産
を
貰
つ
て
放
浪
の
旅
に
出
る
ん
だ
な
ぞ
、
お
よ
そ
結
婚
と
は

ざ
い
さ
ん

も
ら

ほ
う

た
び

で

け
つ
こ
ん

縁
遠
い
果
敢
な
げ
な

話

を
、
妙
に

涙

ぐ
ま
し
く

話

た
り
し
た
ん
で
す

と
ほ

は
た

は
な
し

な
み
だ

は
な
し

実
際
僕
は
、
あ
の

偏

質
者
の
父
の
血
が
僕
の
體
内
に
流
れ
て
ゐ
る
ん
だ

じ
つ
さ
い

（
マ
マ
）
し
つ
し
や

ち
ゝ

た
い
な
い

と
思
ふ
と
、
結
婚
な
ど
は
空
恐
ろ
し
く
思
へ
ま
す
よ
。
あ
ゝ
あ
の
可
憐
な

お
も

け
つ
こ
ん

そ
ら

お
も

か

れ
ん

ふ
み
と
、
ど
う
し
て
結
婚
出
來
る
も
の
で
す
か
…
…
ふ
み
は
ま
た
ふ
み
で

け
つ
こ
ん

で

き

「
そ
れ
ぢ
や
ア
私

逹
の
戀
は
ど
う
な
る
ん
で
す
」
と
い
ふ
程
强
い

女
ぢ

わ
た
し

こ
ひ

ほ
ど
つ
よ

を
ん
な

や
な
か
つ
た
の
で
す
ね
ヱ
さ
う
し
て
ゐ
る
間
に
、
時
計
は
十
二
時
近
く
に

け
い

ち
か

な
り
、僕
は
つ
く
づ
く
と
そ
の
夜
の
僕
に
と
つ
て
は
始
め
て
の
逢
曳
き
が
、

よ

か
う
も
淡
々
と
し
て
味
氣
な
く
、
ま
る
で
水
の
や
う
に
終
つ
て
し
ま
つ
た

あ
ぢ

け

を
は

事
を
淋
し
く
思
ツ
た
ン
で
す
が
。
ふ
み
も
恐
ら
く
さ
う
思
つ
た
の
で
せ
う
。

こ
と

お
も

僕
が
靴
を
は
い
て
る
時
、
ぼ
ん
や
り
と
敷
■
の
上
に
つ
ゝ
立
つ
て
ゐ
る
ん

ぼ
く

く
つ

と
き

し
き

う
へ

た

で
す
。
僕
は
靴
ベ
ラ
で
か
ゞ
と
を
滑
べ
ら
し
こ
む
と
、
ス
テ
ツ
キ
を
取
る

．
．
．

ぼ
く

く
つ

と

た
め
に
伸
ば
し
た
手
を
、
や
に
は
に
、

短

い
ス
カ
ー
ト
か
ら
寒
々
と
の

て

み
じ
か

さ
む

び
て
ゐ
る
細
い
ふ
み
の
素
足
に
巻
き
つ
け
ま
し
た
。

瞬

間
の
こ
と
な
の

．
．

ほ
そ

す

あ
し

し
ゆ
ん
か
ん

で
、
ふ
み
は
小
さ
な
叫
び
と
共
に
上
體
を
僕
の
上
に
折
り
曲
げ
て
、
い
ゝ

．
．

さ
け

と
も

ぼ
く

う
へ

お

え
、
決
し
て
僕
は
計

畫

的
に
し
た
ン
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
唯
、
僕
、

け
つ

ぼ
く

け
い
く
わ
く
て
き

ぼ
く

耐
ら
な
く
な
つ
て
、
細
い
ふ
み
の
兩
足
に
抱
き
つ
い
た
の
で
す
。
ふ
み
は
足

ほ
そ

れ
う

あ
し

を
抱
き
し
め
ら
れ
た
も
の
だ
か
ら
、
思
は
ず
フ
ラ
フ
ラ
し
て
前
へ
の
め
つ

お
も

た
だ
け
な
ん
で
す
。
併
し
、
女

つ
て
あ
ん
な
も
の
で
す
か
ね
ヱ
、
あ
れ
程

を
ん
な

ほ
ど

水
の
や
う
に
靜
か
だ
つ
た
ふ
み
が
、
今
度
は
ど
う
し
て
も
僕
の
胸
か
ら
離

し
づ

こ
ん

は
な

れ
や
う
と
は
し
な
い
ン
で
す
か
ら
ね
。
十
二
時
半
を
過
ぎ
る
と
、
電
車
が

す

し
や

無
く
な
る
の
で
、僕
は
少
し
イ
ラ
イ
ラ
し
て
、ふ
み
を
無
理
に
眞
直
ぐ
に
立

り

た

た
せ
て
や
つ
た
ン
で
す
。外
は
今
夜
の
や
う
に
深
い
靄
だ
ツ
た
な
。
兩
の
肩

こ
ん

や

ふ
か

れ
う

か
た

に
冷
た
い
も
の
が
輕
く
ふ
り
か
ゝ
る
や
う
な
、
と
て
も
深
々
と
し
た
靄
の

か
る

ふ
か



晩
だ
つ
た
。
あ
の

偏

質
者
の
父
が
、
ど
ん
な
に
狂
人
の
や
う
に
な
つ
て
、

は
ん

（
マ
マ
）
し
つ
し
や

妹
を
困
ら
せ
て
ゐ
る
だ
ら
う
か
と
思
ふ
と
僕
は
足
が
地
に
つ
か
ぬ
思
ひ
で

こ
ま

お
も

ぼ
く

お
も

道
を
急
い
だ
ン
で
す
。
僕
は
驛
の
近
く
の

林

の
中
の
小
路
に
一
歩
足
を

み
ち

い
そ

ぼ
く

え
き

ち
か

は
や
し

な
か

ほ

あ
し

ふ
み
い
れ
た
時
急
に
横
に
そ
れ
た
近
路
を
思
ひ
出
し
て
偶
々
一
歩
足
を
返

と
き
き
う

よ
こ

ち
か

お
も

ほ

あ
し

か
へ

し
た
時
、
僕
は
凍
り
つ
い
た
や
う
に
堅
く
な
つ
た
ん
で
す
よ
僕
の
前
に
人

と
き

ぼ
く

か
た

ひ
と

が
立
つ
て
る
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
…
僕
は
强
ひ
て
落
ち
つ
い
た
聲
を
だ
し

た

し

こ
え

て
い
つ
て
や
り
ま
し
た
。
「
誰
で
す
か
ツ
！
」

た
れ

二
三
歩
前
の
人
影
は
、
そ
つ
と
一
歩
後
し
ざ
り
し
た
ン
で
す
が

―
こ

ほ

ひ
と
か
げ

ほ

の
寒
い
、
し
か
も
靄
の
深
い
夜
半
を
、
無
雑
作
に
下
駄
を
つ
ゝ
か
け
た
、
長

さ
む

ふ
か

や

た

な
が

い
素
足

短

い
ス
カ
ー
ト
、
ふ
み
だ
！
ふ
み
だ
つ
た
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。

す

あ
し
み
じ
か

叫
ば
う
と
し
た

瞬

間
、
ふ
み
は
ク
ル
ツ
と
後
を
向
い
て
、
バ
タ
バ
タ
と

さ
け

し
ゆ
ん
か
ん

か
け
だ
し
て
行
き
ま
し
た
。
一
間
も
離
れ
ゝ
ば
、
も
う
か
い
も
く
見
え
や

ゆ

み

し
ま
せ
ん
。
僕
は
失
敗
じ
つ
た
と
思
ひ
な
が
ら
も
、
す
ぐ
に
驛
の
方
の
近

ぼ
く

お
も

え
き

は
う

ち
か

路
を
ど
ん
ど
ん
と
急
い
だ
ン
で
す
、
そ
れ
以
來
何
と
い
つ
て
も
ふ
み
は
會

い
そ

い

ら
い
な
ん

つ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
勿
論
手
紙
を
出
し
て
も
返
事
も
來
ま
せ
ん
。
ふ
み
は

ろ
ん

て

か
み

へ
ん

じ

き

あ
の
晩
の
思
ひ
出
は
、
う
す
い
硝
子
の
瓶
に
凍
り
つ
い
て
し
ま
つ
た
も
の

は
ん

お
も

ゝ
や
う
に
思
ふ
の
で
せ
う
。
香
水
の
好
み
が
氣
に
く
は
ぬ
と
い
つ
て
別
れ

お
も

す
い

き

る

女

が
あ
る
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
、
ま
し
て
深
い
靄
の
、
し
か
も
夜
更

を
ん
な

ふ
か

け
の
路
を
、
夢
中
で
追
ひ
す
が
つ
た
ひ
と
に
、
「
ど
な
た
で
す
ツ
」
と
、

ち
う

ま
ご
つ
く
間
抜
け
野
郎
は
…
…
い
ゝ
ヱ
、
電
車
に
は
間
に
合
ひ
ま
し
た
。

ぬ

や

ら
う

し
や

お
蔭
で
親
父
に
は
暴
れ
ら
れ
ず
に
濟
み
ま
し
た
が
、
な
ま
じ
ひ
に
こ
ん
な

お
や

す

一
面
が
あ
る
だ
け
に

―
戀
な
ん
て
出
來
ま
せ
ん
ね
。
僕
み
た
い
に
優
柔

こ
ひ

で

き

不
斷
で
、
目
の
前
に
追
つ
て
來
た
幸
福
に
對
し
て
も
、
飛
び
つ
く
幸
が
出
來

ふ

だ
ん

き

こ
う
ふ
く

た
い

と

で

き

ず
、
後
し
ざ
り
ば
か
り
し
な
が
ら
、
遠
慮
深
く
生
き
て
ゐ
る
と
、
後
悔
ば

え
ん
り
よ
ぶ
か

か
り
で
、
あ
ゝ
、
全
く
こ
の
事
で
も
、
口
惜
し
い
こ
と
で
…
…
」

こ
と

話
し
終
へ
て
、
隠
め
た
葦
野
の
微
笑
が
淋
し
さ
う
で
あ
つ
た
。
長
い
失
戀

は
な

ひ
そ

の

な
が

し
つ
れ
ん

譚
に
横
槍
も
入
れ
ず
に

珍

し
く
黙
つ
て
き
い
て
ゐ
た
正
子
が
部
厚
な
眼

よ
こ

い

め
ず
ら

こ

ぶ

鏡
の
玉
を
ジ
ユ
バ
ン
の
赤
い
も
み
裏
で
、
や
け
に
ゴ
シ
ゴ
シ
こ
す
り
な
が

．
．

あ
か

う
ら

ら
、
始
め
て
口
を
利
い
た
。

く
ち

「
な
ア
に
、
あ
ん
た
み
た
い
な
人
は
、
お
父
さ
ん
の
氣
に
い
つ
た
お
嫁
さ

ひ
と

き

ん
を
さ
つ
さ
と
貰
ふ
ん
だ
わ
、
さ
う
す
る
と
毎
日
會

社
の

出
勤
も
遲
刻

も
ら

ま
い

く
わ
い
し
や

し
ゆ
つ
き
ん

ち

し
な
い
し
、
若
萬
一
好
き
な
ひ
と
を
見
つ
け
た
と
し
て
も
、
一
家
圓
滿
は

も
し

み

ま
ん

間
違
ひ
つ
こ
な
し
に
守
れ
る
わ
よ
、
あ
ン
た
の
人
柄
が
ね
え
、
此
ひ
と
は

か
ら

い
ゝ
御
主
人
様
の
氣
風
だ
よ
」

ご

し
ゆ
じ
ん
さ
ま

き

ふ
う

グ
ツ

〱
と
お
で
ん
の
煮
え
つ
ま
る
音
を
き
ゝ
な
が
ら
、
葦
野
は
正
子

に

お
と

の

の
さ
し
た
杯
を
、
仕
方
な
さ
ゝ
う
に
受
け
て
俺
の
話
は
、
此
女
の
芯
に

し

は
な
し

を
ん
な

は
應
へ
ま
い
と
い
つ
た
風
に
、
の
れ
ん
を
肩
で
割
つ
て
、
靄
を
み
な
が
ら
、

ふ
う

か
た

「
路
子
さ
ん
、
唄
で
も
う
た
ひ
な
が
ら
行
き
ま
せ
う
か
ね
」
と
、
袂
の
底

う
た

の
金
の
音
を
チ
リ
チ
リ
と
鳴
ら
し
て
ゐ
た
。
（
終
り
）〔
「
京
城
日
報
」
昭
和
八

な

年
一
月
一
四
日
朝
刊
六
面
〕

「
靄
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ

靄
は
気
象
学
的
に
は
射
程
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合
を
指
す
。

「
靄
」
と
い
う
作
品
は
「
靄
」
の
中
に
入
る
と
、
普
段
は
同
輩
か
弟
く
ら

い
に
し
か
見
え
な
か
っ
た
人
が
男
と
し
て
見
え
始
め
、
恋
愛
の
感
情
が
芽

生
え
た
り
、
逆
に
お
互
い
に
好
き
な
恋
人
同
士
の
関
係
が
破
れ
て
し
ま
っ

た
り
も
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
普
段
の
生
活
の
中
で
は
感
じ
ら
れ
な



い
あ
る
い
は
見
え
に
く
い
も
の
が
、
逆
に
「
靄
」
の
中
で
は
見
え
や
す
く

な
る
。
林
芙
美
子
の
作
品
に
は
こ
の
よ
う
な
「
靄
」
の
描
写
は
あ
ま
り
見

受
け
ら
れ
な
い
が
、
そ
の
中
で
も
昭
和
九
年
四
月
の
「
文
芸
」
に
発
表
し

た
「
塵
溜
」
と
い
う
短
編
小
説
に
類
似
の
表
現
が
出
て
く
る
。
宮
内
と
の

恋
に
失
敗
し
、
別
れ
て
一
年
も
立
た
な
い
内
に
治
作
と
郊
外
の
煙
草
屋
の

二
階
に
住
ん
で
い
た
小
な
つ
の
と
こ
ろ
に
、
或
る
日
突
然
宮
内
が
訪
れ
て

く
る
。
同
棲
し
て
い
る
治
作
に
は
か
つ
て
の
二
人
の
関
係
を
誤
魔
化
し
て

酒
な
ど
を
御
馳
走
す
る
。
宮
内
を
見
送
り
に
出
掛
け
た
小
な
つ
は
宮
内
に

対
し
て
「
も
は
や
こ
の
男
に
何
の
魅
力
も
感
じ
て
は
い
な
い
」
と
も
思
う
。

し
か
し
、
二
週
間
後
に
宮
内
か
ら
子
供
の
出
産
の
知
ら
せ
が
届
い
た
時
、

小
な
つ
は
「
「
歯
茎
の
き
た
な
い
子
供
だ
ろ
う
」
と
嘲
り
な
が
ら
も
、
一

抹
の
淋
し
い
靄
が
身
体
の
ぐ
る
り
を
這
い
あ
が
る
よ
う
な
気
持
ち
が
し
な

い
で
も
な
か
っ
た
。
」
と
心
の
中
で
思
う
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
特
に
小

な
つ
と
宮
内
の
関
係
の
展
開
は
見
ら
れ
な
い
が
、
も
う
昔
の
よ
う
な
恋
人

と
し
て
の
感
情
の
な
く
な
っ
て
い
た
宮
内
か
ら
子
供
の
出
産
の
知
ら
せ
を

受
け
た
際
の
こ
の
記
述
は
、
小
な
つ
の
そ
の
心
境
の
変
化
が
少
な
く
と
も

揺
ら
い
で
い
る
と
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
。

板
垣
直
子
は
『
林
芙
美
子
』（
東
京
ラ
イ
フ
社
、
昭
和
三
一
年
一
月
三
〇
日
）

の
中
で
林
芙
美
子
の
小
説
を
大
き
く
「
自
伝
小
説
」
と
「
客
観
小
説
」
の

二
つ
に
分
け
て
い
る
。
さ
ら
に
「
自
伝
小
説
」
の
中
で
も
「
「
放
浪
記
」

圏
内
の
諸
作
」
と
「
「
放
浪
記
」
圏
外
の
諸
作
」
に
区
分
し
て
い
る
。
「
塵

溜
」
は
前
者
の
「
「
放
浪
記
」
圏
内
の
諸
作
」
の
一
つ
と
し
て
数
え
ら
れ

て
い
る
。
板
垣
直
子
の
分
類
に
従
わ
な
く
て
も
、
林
芙
美
子
の
読
者
な
ら

「
塵
溜
」
の
宮
内
か
ら
芙
美
子
の
初
恋
の
岡
野
軍
一
を
連
想
す
る
だ
ろ
う
。

尾
道
の
女
学
校
時
代
に
知
り
合
い
、
岡
野
が
東
京
の
明
治
大
学
に
進
学
に

す
る
こ
と
に
な
り
彼
を
追
っ
て
上
京
し
た
も
の
の
、
結
局
は
岡
野
の
家
族

の
反
対
に
ぶ
つ
か
り
初
恋
の
失
敗
を
味
わ
う
。
こ
れ
か
ら
も
推
測
で
き
る

よ
う
に
「
靄
」
と
い
う
短
編
小
説
に
出
て
く
る
葦
野
と
い
う
男
も
岡
野
軍

一
を
モ
デ
ル
に
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
考
え
る
と
「
靄
」

の
最
後
の
正
子
の
「
な
ア
に
、
あ
ん
た
み
た
い
な
人
は
、
お
父
さ
ん
の
気

に
い
つ
た
お
嫁
さ
ん
を
さ
つ
さ
と
貰
ふ
ん
だ
わ
、
さ
う
す
る
と
毎
日
会
社

の
出
勤
も
遅
刻
し
な
い
し
、
若
万
一
好
き
な
ひ
と
を
見
つ
け
た
と
し
て
も
、

一
家
円
満
は
間
違
ひ
つ
こ
な
し
に
守
れ
る
よ
、
あ
ン
た
の
人
柄
が
ね
え
、

此
ひ
と
は
い
ゝ
御
主
人
様
の
気
風
だ
よ
」
と
い
う
発
言
は
、
故
郷
に
帰
っ

た
き
り
親
の
指
示
通
り
お
見
合
い
結
婚
し
て
し
ま
っ
た
岡
野
軍
一
に
対
す

る
言
葉
で
も
あ
っ
た
と
受
け
止
め
ら
れ
る
。

こ
こ
で
ま
た
年
譜
か
ら
抜
け
て
い
る
作
品
を
一
つ
紹
介
し
よ
う

。
昭

(3)

和
八
年
正
月
の
新
春
読
物
と
し
て
林
芙
美
子
は
「
放
浪
へ
」（
二
七
日
、
二

八
日
、
二
九
日
）
と
い
う
三
回
読
切
の
作
品
を
「
読
売
新
聞
」
に
寄
せ
て
い

る
。
こ
れ
は
五
人
の
女
流
作
家
が
「
女
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
そ
れ
ぞ
れ
作

品
を
書
い
て
い
る
の
だ
が
、
一
番
バ
ッ
タ
ー
と
し
て
矢
田
津
世
子
の
「
処

女
時
代
」（
昭
和
八
年
一
月
一
三
日
、
一
四
日
、
一
五
日
）
と
い
う
副
題
の
作
品

を
皮
切
り
に
、
佐
藤
碧
子
「
オ
フ
ィ
ス
・
ワ
イ
フ
」（
一
七
日
、
一
八
日
、
一

九
日
）
、
大
田
洋
子
「
女
へ
」（
二
〇
日
、
二
一
日
、
二
二
日
）
、
真
杉
静
枝
「
愛

欲
」（
二
四
日
、
二
五
日
、
二
六
日
）
と
続
く
。
挿
絵
は
全
作
と
も
に
新
進
画

家
の
甲
斐
仁
代
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
中
篇
連
作
小
説
」
の
最

後
を
林
芙
美
子
が
飾
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
宵
子
と
い
う

女
を
主
人
公
に
し
て
彼
女
の
恋
愛
話
を
軸
に
五
人
の
作
家
が
そ
れ
ぞ
れ
の



話
を
進
め
て
い
る
。
最
後
の
芙
美
子
の
「
放
浪
へ
」
に
な
る
と
小
説
の
中

の
時
間
は
四
年
後
と
い
う
設
定
に
な
り
、
『
放
浪
記
』
を
連
想
さ
せ
る
よ

う
な
恋
愛
に
失
敗
し
た
宵
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
昭
和
八
年
前
後
の
芙
美
子
は
、
作
家
デ
ビ
ュ
ー
前
の
生
活

か
ら
得
た
モ
チ
ー
フ
の
自
伝
的
な
香
を
強
く
匂
わ
せ
る
作
品
を
書
い
て
い

た
。
そ
の
よ
う
な
作
品
は
「
外
地
」
の
朝
鮮
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新
聞
に

も
見
ら
れ
た
が
、
戦
後
の
日
本
で
は
植
民
地
時
代
に
「
外
地
」
の
朝
鮮
に

進
出
し
て
い
っ
た
他
の
作
家
の
作
品
と
同
じ
く
「
靄
」
の
よ
う
に
そ
の
姿

を
消
し
て
見
え
に
く
く
な
る
。
し
か
し
、
当
時
「
靄
」
と
い
う
作
品
が
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
「
外
地
」
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
か
は
未
だ
定
か
で

は
な
い
。

そ
れ
で
は
、
次
に
林
芙
美
子
作
の
二
点
目
の
「
文
学
雑
感
」
と
い
う
随

筆
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

昭
和
一
一
年
頃
の
文
壇
と
林
芙
美
子

文
學
雜
感

林

芙
美
子

私
は
こ
の
頃
は
文
學
の
仕
事
に
對
し
て
非
常
に
大
膽
で
な
け
れ
ば
な
ら

こ
ろ

が
く

た
ん

な
い
と
思
つ
て
ゐ
る
。
ふ
て
ぶ
て
し
く
立
ち
は
だ
か
つ
て
行
か
な
け
れ
ば
、

お
も

よ
い
仕
事
は
出
來
る
も
の
で
な
い
と

考
へ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

か
ん
が

作
家
の
仲
間
で
は
、
よ
く
純
粹
文
學
と
大
衆
文
學
と
の
岐
路
に
迷
ふ
と

す
い

が
く

し
う

が
く

き

ま
よ

い
ふ
や
う
な
話

―
例
へ
ば
純
粹
文
學
者
に
と
つ
て
大
衆
文
學
は
敵
で
あ

す
い

が
く
し
や

し
う

が
く

て
き

る
か
、
生

活

の
た
め
に
は
大
衆
向
き
な
作
品
も
か
ゝ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
わ
つ

し
う

ひ
ん

い
と
い
ふ
苦
し
い
妥
協
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、

く
る

だ

け
う

私
は
こ
の
こ
と
に
も
、
さ
う
い
ふ
風
に
大
衆
文
學
を
純
粹
文
學
と
區
別
し

し
う

が
く

す
い

が
く

く

べ
つ

て

考

へ
た
く
な
い
と
思
ふ
。
文
學
は
す
べ
て
大
衆
的
で
な
け
れ
ば
な
ら

か
ん
が

お
も

が
く

し
う
て
き

な
い
と
い
ふ
建
前
か
ら
い
へ
ば
、そ
れ
を
區
別
す
る
よ
り
も
、そ
の
融
合
點

く

べ
つ

ゆ
う

て
ん

に
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
作
家
の
努
力
が
そ
こ
に
向
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な

も
ん
だ
い

ど

ら
な
い
と

考

へ
る
の
で
あ
る
。
作
家
は
つ
ね
に
現
實
的
な
人
間
で
な
け

か
ん
が

げ
ん

て
き

れ
ば
な
ら
な
い
。
作
家
が
つ
ね
に
現
實
的
に
生
き
た
人
間
の
生

活

を
描

げ
ん

て
き

く
わ
つ

ゑ
が

い
て
さ
へ
行
け
ば

必

ず
、
大
衆
文
學
と
か
、
純
粹
文
學
と
か
の
區
別
を

か
な
ら

し
う

が
く

す
い

が
く

く

べ
つ

越
え
た
生
き
た
文
學
が
生
み
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か

が
く

と
こ
ろ
で
、
か
う

考
へ
て
來
る
と
、
私
は
現
代
の
文
學
者
の
生

活
的

か
ん
が

げ
ん

が
く
し
や

く
わ
つ
て
き

な
狹
少
さ
を
、
沁
々
と

考

へ
さ
れ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
殊
に
純
文
學

せ
う

か
ん
が

こ
と

が
く

を
死
守
す
る
と
い
つ
た
気
概
の
、
若
い
同
人
雜
誌
の
作
家
を

考

へ
て
見

し

き

が
い

ど
う

し

か
ん
が

み

る
と
き
、
勿
論
そ
の
純
粹
文
學
を
死
守
す
る
と
い
つ
た
態
度
は
大
變
立
派

ろ
ん

す
い

が
く

し

た
い

へ
ん

は

だ
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
は
理
想
と
い
ふ
も
の
が
な
く
、
同
人
雜
誌
の
世
界

り

そ
う

ど
う

し

か
い

だ
け
を
見
ま
は
し
て
、
狹
量
に
生

活

し
て
ゐ
る
の
を
見
る
と
、
こ
れ
が

み

く
わ
つ

み

日
本
の
文
學
を
大
き
く
發
展
さ
せ
な
い
癌
で
は
な
い
か
と
さ
へ

考

へ
る

が
く

は
つ
て
ん

が
ん

か
ん
が

も
の
だ

じ
つ
さ
い
、今
日
の
若
い
こ
れ
か
ら
の
文
壇
に
出
よ
う
と
す
る
作
家
や
、

だ
ん

詩
人
た
ち
を
見
て
ゐ
る
と
、
そ
の
餘
り
に
も
理
想
の
な
さ
す
ぎ
る
點
が
、

し

み

り

そ
う

て
ん

私
に
は
何
時
も
不
滿
に
感
じ
ら
れ
る
。
理
想
が
な
い
か
ら
、
生

活

に
對

か
ん

り

そ
う

く
わ
つ

し
て
大
膽
さ
が
な
く
、
た
ゞ
功
利
的
に
、
ず
る
く
、
上
手
に
立
ち
廻
ら
う

た
ん

こ
う

て
き

ま
は

と
す
る
態
度
が
見
え
す
い
て
ゐ
て
い
け
な
い

た
い

み

私
が
初
め
て
文
學
を
志
し
た
當
時
は
無
論
時
代
が
歐
洲
大
戰
直
後
の
、

が
く

ろ
ん

お
う
し
う

日
本
へ
ダ
ダ
イ
ズ
ム
の
思
想
が
入
つ
て
來
た
當
時
で
、
破

壞

的
な
激
動

し

そ
う

は

く
わ
い
て
き



的
な
時
代
で
あ
つ
た
が
、
あ
の
頃
は
み
ん
な
が
、
も
つ
と
純
眞
で
、
も
つ

こ
ろ

と
元
氣
だ
つ
た
や
う
に
思
ふ
。
今
か
ら
見
る
と
、
よ
く
ま
あ
あ
ん
な
こ
と

き

お
も

み

が
出
來
た
と

考

へ
る
こ
と
だ
が
、
私
な
ど
女
の
く
せ
に
交
番
の
時
計
を

か
ん
が

こ
う

け
い

は
づ
し
て
お
巡
り
さ
ん
に
叱
ら
れ
、
そ
れ
で
も
「
詩
人
」
だ
と
い
う
と
、

し

さ
う
い
ふ
亂
暴
な
惡
戯
が
笑
つ
て
許
さ
れ
て
ゐ
た
詩
や
繪
の
展
覽

會

を

ら
ん
ぼ
う

し

て
ん
ら
ん
く
わ
い

い
た
る
と
こ
ろ
の
カ
ツ
ヱ
ー
で
開
き
み
ん
な
で
集
ま
つ
て
唄
ひ
踊
り
な
ど

あ
つ

う
た

を
ど

し
た
。

さ
う
い
ふ
亂
暴
な
生

活

が
出
來
た
の
は
今
も
い
ふ
や
う
に
勿
論
時
代

ら
ん
ぼ
う

く
わ
つ

ろ
ん

的
な
風
潮
が
支
配
し
て
ゐ
た
に
違
ひ
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
ゐ
て
私
た

て
き

て
う

は
い

ち
は
、
ど
こ
か
に
充
た
さ
れ
な
い
不
滿
や
、
不
滿
の
底
流
に
理
想
を
も
ち
、

て
い

り

そ
う

よ
り
生

活
的
に

擴
充
し
よ
う
と
す
る
努
力
と
勇
氣
と
を
も
つ
て
ゐ
た
や

く
わ
つ
て
き

く
わ
く

ど

ゆ
う

き

う
に
思
ふ
。
今
の
若
い
文
學
靑
年
が
理
想
な
く
、
生

活

に
對
す
る
大
膽

お
も

が
く
せ
い

り

そ
う

く
わ
つ

た
ん

さ
も
な
く
、
た
だ
功
利
的
な

考

へ
ば
か
り
上
手
に
立
ち
ま
は
つ
て
ゐ
て

こ
う

て
き

か
ん
が

も
、
そ
こ
か
ら
は
決
し
て
次
代
の
文
學
な
ど
は
生
ま
れ
て
來
な
い
と
思
ふ

が
く

お
も

の
で
あ
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
も
、
文
學
者
の
生

活
的
な
貧
弱

さ
と
い
ふ
こ
と
が
、

が
く
し
や

く
わ
つ
て
き

ひ
ん
じ
や
く

今
日
の
作
家
に
共
通
す
る
一
般
的
な
問
題
と
し
て

考

へ
ら
れ
る
。
東
京

け
う

は
ん
て
き

も
ん
だ
い

か
ん
が

だ
け
に
こ
び
り
つ
い
て
ゐ
る
生

活

は
私
に
と
つ
て
は
、
た
ま
ら
な
い
。

く
わ
つ

だ
か
ら
私
は
出
來
る
だ
け
多
く
旅
に
出
て
、
自
分
の
身
内
に
た
ま
つ
て
來

お
ほ

る
都

會

の
滓
の
や
う
な
も
の
を
ふ
り
す
て
、
一
方
旅
に
よ
つ
て
、
新
ら

く
わ
い

し
い
見
聞
や
體
驗
を
ひ
ろ
め
、
そ
れ
を
文
學
に
生
か
し
た
い
と
思
つ
て
ゐ

け
ん

け
ん

が
く

お
も

る
私
が
よ
く
旅
に
出
か
け
る
の
は
、
か
う
い
ふ
わ
け
で
あ
る
、
本
當
に
東

京
の
生

活

が
嫌
ひ
に
な
つ
て
出
來
る
こ
と
な
ら
、
靜
か
に
田
舎
へ
引
込

く
わ
つ

き
ら

し
づ

ん
で
し
ま
ひ
た
い
と
思
ふ
と
き
、
私
は
も
う
旅
に
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

お
も

な
く
な
る
、
さ
う
し
て
、
旅
に
出
て
私
は
叉
新
ら
し
い
勇
氣
を
得
、
と
も

ま
た

ゆ
う

き

え

か
く
も
こ
の
せ
ち
辛
い
社

會

に
女
だ
て
ら
に
立
ち
は
だ
か
つ
て
文
學
に

し
や
く
わ
い

が
く

生
き
る
と
い
ふ
こ
と
も
出
來
る
の
で
あ
る
（
了
）〔
「
京
城
日
報
」
昭
和
一
一
年

七
月
一
七
日
朝
刊
三
面
〕

森
英
一
は
『
林
芙
美
子
の
形
成
』（
有
精
堂
、
平
成
四
年
五
月
一
〇
日
）
の
「
垣

の
内
と
外
」
で
林
芙
美
子
の
昭
和
一
四
年
に
書
か
れ
た
「
創
作
ノ
ー
ト
」

を
引
用
し
な
が
ら
、
当
時
の
文
壇
に
対
す
る
芙
美
子
の
考
え
方
を
次
の
よ

う
に
紹
介
し
て
い
る
。
少
し
長
い
が
「
創
作
ノ
ー
ト
」
の
断
片
を
挙
げ
て

お
く
。日

本
の
文
壇
と
云
ふ
と
こ
ろ
は
面
白
い
と
こ
ろ
だ
。
何
を
規
定
と
し

て
、
純
粋
文
学
と
き
め
る
の
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
婦
人
の
雑
誌

に
書
い
た
も
の
は
何
の
反
響
も
な
い
。

私
は
こ
ん
な
こ
と
も
頃
日
考
へ
て
ゐ
る
。
日
本
の
若
い
作
家
に
、
一

人
と
し
て
フ
ア
ビ
ア
ン
の
や
う
な
自
由
濶
達
な
も
の
ゝ
書
け
る
作
家

が
出
て
来
な
い
の
は
、
文
学
者
の
垣
の
中
が
、
い
や
に
せ
ゝ
こ
ま
し

く
お
手
々
を
つ
な
い
で
ゐ
る
の
ぢ
や
な
い
か
と
思
ふ
。

説
明
も
い
ら
な
け
れ
ば
、
党
派
も
い
ら
な
い
。
も
つ
と
若
い
作
家
が

の
び

〱
と
孤
独
に
な
れ
た
ら
、
い
ゝ
作
品
が
ど
ん

〱
現
れ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
ふ
。

「
大
地
」
だ
つ
て
、
あ
れ
を
日
本
の
作
家
が
発
表
し
て
ゐ
た
ら
、
日

本
の
作
家
達
は
、
あ
れ
を
通
俗
小
説
と
け
な
し
て
し
ま
ふ
に
違
ひ
な

い
の
だ
。
全
く
「
大
地
」
を
読
ん
で
み
る
と
荒
い
タ
ツ
チ
だ
し
、
王



竜
が
都
へ
出
て
か
ら
の
、
都
の
生
活
や
、
四
囲
の
歴
史
が
ぼ
や
け
て

ゐ
る
。
そ
れ
で
も
、
あ
の
小
説
は
ぐ
ん

〱
人
に
読
ま
せ
て
ゐ
る
の

だ
。
(4)

以
上
か
ら
も
分
る
よ
う
に
芙
美
子
は
当
時
の
文
壇
の
「
せ
ゝ
こ
ま
し
」
さ

に
つ
い
て
批
判
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。
当
時
の
文
壇
は
森
英
一
も
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
以
前
か
ら
の
純
文
学
と
大
衆
文
学
と
の
問
題
が
背
景

に
な
っ
て
、
昭
和
九
年
一
〇
月
号
の
「
行
動
」
に
は
芙
美
子
と
も
親
交
の

深
か
っ
た
川
端
康
成
が
「
文
芸
時
評
」
で
文
壇
に
あ
る
筈
の
な
い
「
垣
」

に
つ
い
て
発
言
を
す
る
。
こ
の
「
垣
」
に
つ
い
て
の
議
論
は
、
昭
和
一
〇

年
の
横
光
利
一
の
「
純
粋
小
説
論
」（
「
改
造
」
昭
和
一
〇
年
四
月
）
な
ど
を
経

て
、
昭
和
一
一
年
二
月
の
「
文
学
界
」
の
「
続
私
小
説
的
文
芸
時
評
」
ま

で
つ
づ
く
。

今
回
の
「
京
城
日
報
」
収
録
の
「
文
学
雑
感
」
は
「
創
作
ノ
ー
ト
」
よ

り
三
年
程
早
い
時
期
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
な
文
学

の
「
垣
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
対
す
る
考
え
方
を
芙
美
子
は
、
早
い
時
期
か

ら
「
外
地
」
の
新
聞
に
披
瀝
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、「
外

地
」
の
新
聞
を
通
っ
て
の
文
壇
批
判
の
中
に
も
最
後
は
『
放
浪
記
』
の
作

家
ら
し
く
旅
の
話
で
締
め
括
る
の
も
忘
れ
て
は
い
な
い
。
年
譜
に
よ
る
と

芙
美
子
は
昭
和
一
一
年
五
月
に
夫
の
綠
敏
と
満
州
へ
写
生
旅
行
に
行
き
、

同
年
一
〇
月
ま
で
滞
在
と
あ
る
が
そ
の
旅
行
中
、
京
城
日
報
社
か
ら
原
稿

の
依
頼
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

付
録
の
評
論
と
噂
ば
な
し
に
つ
い
て

最
後
に
付
録
と
し
て
林
芙
美
子
関
連
の
記
事
を
挙
げ
て
お
く
。
前
述
し

た
よ
う
に
「
京
城
日
報
」
に
は
林
芙
美
子
作
以
外
の
関
連
記
事
が
二
点
見

受
け
ら
れ
る
。
合
田
謙
一
郎
の
「
林
芙
美
子
の
小
説
・
雑
感
（
文
学
の
一

意
見
書
）」
と
「
文
壇
噂
ば
な
し
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
合
田
謙
一
郎

と
い

(5)

う
人
の
書
い
た
「
林
芙
美
子
の
小
説
・
雑
感
（
文
学
の
一
意
見
書
）
」
は

昭
和
六
年
一
二
月
二
〇
日
と
二
二
日
の
二
回
に
渡
っ
て
「
京
城
日
報
」
に

掲
載
さ
れ
た
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
「
理
論
の
た
め
社
会
の
人
情
を
忘
れ
」

た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
批
判
し
な
が
ら
、
そ
れ
と
は
一
線
を
画
す
理
論

を
必
要
と
し
な
い
個
性
的
な
芙
美
子
の
今
後
の
創
作
活
動
に
期
待
を
か
け

て
い
る
。

昭
和
六
年
頃
の
芙
美
子
は
前
年
の
「
放
浪
記
」
の
大
ヒ
ッ
ト
の
お
蔭
で
、

新
進
作
家
と
し
て
は
異
例
の
正
月
か
ら
「
朝
日
新
聞
」
の
夕
刊
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
る
。
「
春
浅
譜
」（
昭
和
六
年
一
月
五
日
～
二
月
二
五
日
）
と
い
う

連
載
小
説
を
初
め
て
新
聞
に
掲
載
す
る
が
失
敗
作
と
い
う
評
価
を
う
け

る
。
し
か
し
、
同
年
の
四
月
に
「
風
琴
と
魚
の
町
」（
「
改
造
」
）
、
一
一
月

に
は
「
清
貧
の
書
」（
「
改
造
」
）
を
発
表
し
ま
た
世
間
の
注
目
を
浴
び
る
。

特
に
「
清
貧
の
書
」
は
、
か
つ
て
菊
富
士
ホ
テ
ル
に
閉
じ
こ
も
っ
て
創
作

活
動
を
し
て
い
た
際
、
芙
美
子
が
訪
問
し
た
こ
と
も
あ
る
宇
野
浩
二
か
ら

も
好
評
を
得
る

。
(6)

こ
の
よ
う
な
林
芙
美
子
が
自
伝
的
な
要
素
の
強
い
作
品
か
ら
脱
皮
し

て
、
自
然
主
義
的
な
手
法
の
客
観
的
な
写
実
小
説
を
書
く
の
は
「
牡
蠣
」

（
「
中
央
公
論
」
昭
和
一
〇
年
九
月
）
以
降
で
あ
る
。
こ
れ
は
作
家
デ
ビ
ュ
ー
前



か
ら
親
交
の
あ
っ
た
徳
田
秋
声
の
影
響
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
徳
田
秋
声

と
の
親
交
は
次
の
「
文
壇
噂
ば
な
し
」
で
も
そ
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

「
文
壇
噂
ば
な
し
」
は
林
芙
美
子
が
フ
ラ
ン
ス
に
旅
立
つ
前
の
フ
ラ
ン

ス
語
の
勉
強
の
こ
と
や
送
別
会
の
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
特
に
送
別
会

に
つ
い
て
「
文
壇
噂
ば
な
し
」
で
は
、「
廿
七
日
夜
」
と
書
い
て
あ
る
が
、

昭
和
六
年
十
月
三
一
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
の
「
芙
美
子
さ
ん
渡
欧
小
話
」

で
は
「
廿
八
日
夜
レ
イ
ン
・
ボ
ー
で
開
か
れ
た
」
と
あ
る
。

ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
芙
美
子
と
徳
田
秋
声
の
関
係
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
が
、
徳
田
秋
声
に
つ
い
て
芙
美
子
は
戦
後
「
芸
林
閒
歩
」（
東
京
出

版
、
昭
和
二
二
年
一
一
月
一
日
）
の
「
徳
田
秋
声

人
と
文
学
」
の
特
集
号
に

「
秋
声
先
生
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。
そ
の
中
で
芙
美
子
が
初
め

て
秋
声
に
会
っ
た
の
は
大
正
一
三
年
頃
で
、
雑
誌
「
文
章
倶
楽
部
」
に
徳

田
秋
声
訪
問
記
を
書
い
て
生
活
費
を
稼
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い

る
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
そ
の
後
も
林
芙
美
子
は
秋
声
の
家
を
た
び
た
び

訪
ね
て
い
る
。
そ
れ
以
来
徳
田
秋
声
と
は
「
一
度
も
小
説
を
見
て
も
ら
つ

た
事
は
な
い
」
「
特
別
の
師
弟
関
係
」
を
続
け
て
い
く
。

【
付
録
】

林
芙
美
子
の
小
説
・
雜
感
（
文
學
の
一
意
見
書
）（
上
）

合
田
謙
一
郎

意
識
的
に
認
識
化
さ
れ
、
認
識
論
的
に
意
識
化
さ
れ
、
文
學
の
自
慰
的

藝
術
正
統
派
の
ナ
ン
セ
ン
ス
化
の
行
程
、正
統
派
の
消
費
哲
學
化
の
文
學
、

こ
の
文
學
的
社
會
過
程
に
あ
つ
て
、
在
來
の
文
學
が
未
來
に
與
す
る
暗
示

は
何
で
あ
る
か
、
何
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
か
は
、
勿
論
次
の
時
代
の
精
神

に
影
響
は
す
る
が
果
し
て
現
在
の
文
學
の
暗
示
に
忠
實
で
あ
る
か
ど
う
か

は
、
現
在
我
々
の
見
解
を
要
と
し
な
い
で
あ
ら
う
し
、
そ
れ
は
假
想
的
展

開
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う

勿
論
我
々
は
プ
ロ
文
學
が
社
會
改
造
の
一
端
（
彼
等
は
全
般
と
い
ふ
）

を
明
示
す
る
こ
と
に
マ
ル
ク
ス
の
辨
證
法
的
發
展
の
あ
る
こ
と
も
解
る
。

但
し
こ
れ
が
改
造
で
あ
つ
て
、
文
學
の
ア
ジ
プ
ロ
の
本
質
論
の
傾
向
を
十

分
に
持
つ
と
し
て
も
、
文
學
の
一
部
門
と
す
る
こ
と
が
出
來
る
に
し
て
も
、

そ
れ
を
持
つ
て
し

し

て
文
學
の
全
般
と
す
る
こ
と
は
、
文
學
の
發
展
を

（
マ
マ
）

阻
止
す
る
と
云
つ
て
よ
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
可
能
と
す
る
社
會
の
狀
態

に
あ
つ
て
受
理
さ
れ
つ
ゝ
あ
る
も
の
だ

文
學
が
斯
く
轉
向
す
る
の
も
、
そ
の
社
會
に
一
部
の
（
彼
等
は
全
般
と

す
る
）
缺
陷
が
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
然
ら
ば
現
在
に
到
る
文
學

の
過
程
を
、
或
は
現
の
發
展
階
段
に
ま
で
前
進
し
た
文
學
を
余
は
意
識
的

に
取
り
入
れ
ず
、
過
去
を
淸
算
し
た
文
學
の
進
出
と
し
て
プ
ロ
文
學
を
受

け
入
れ
て
よ
い
か
？

我
々
は
文
學
は
人
間
の
靈
肉
の
象
徴
化
的
展
開
で
あ
つ
た
時
代
を
知

る
、
叉
文
學
は
そ
れ
に
對
す
る
爭
鬪
で
あ
り
、
そ
の
社
會
狀
態
の
イ
ン
ス

ピ
レ
イ
シ
ヨ
ン
で
あ
つ
た
。
現
在
の
プ
ロ
文
學
の
形
體
は
、
そ
の
社
會
、

國
際
的
な
階
級
の
貧
困
を
經
濟
恐
慌
の
し
か
ら
し
む
る
も
の
と
な
し
、
或

は
そ
の
辨
證
法
的
唯
物
史
論
の
發
展
と
そ
の
法
則
に
於
て
、
そ
れ
の
結
果

的
歸
結
點
と
し
て
の
政
治
的
要
求
と
な
つ
て
、
階
級
の
對
立
、
そ
の
不
可

避
的
な
爭
鬪
を
ア
ジ

・

プ
ロ
せ
ん
と
し
つ
ゝ
あ
る
の
だ
。
そ
れ
の
公
式

（
マ
マ
）

的
な
問
題
、
理
論
に
よ
つ
て
文
學
の
形
體
と
す
る
の
で
あ
る
。
我
々
は
そ



の
文
學
に
理
論
を
知
り
、
人
間
の
可
憐
な
そ
の
社
會
内
に
お
い
て
の
有
機

的
な
生
活
を
忘
す
れ
し
め
ん
と
す
る
、
換
言
す
れ
ば
、
文
學
が
我
々
に
理

論
を

を

敎
へ
ん
と
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
の
だ

（
マ
マ
）

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
林
芙
美
子
女
史
の
著
作
よ
り
得
た
最
近
の
感
想
、

女
史
の
持
つ
特
質
、
私
に
映
じ
た
も
の
を
語
つ
て
見
よ
う

既
に
女
史
の
半
生
は
あ
ら
ゆ
る
雜
誌
そ
の
小
説
に
よ
つ
て
見
ら
れ
る
如

く
、
日
本
の
ル
ン
ペ
ン
、
ル
ン
ペ
ン
の
一
歩
手
前
の
世
界
、
社
會
を
歩
い

た
と
い
ふ
こ
と
に
異
論
な
く
、
叉
そ
う
で
あ
つ
た
女
史
の
小
説
に
接
觸
す

る
こ
と
は
興
味
で
あ
り
、
見
ざ
る
社
會
へ
の
眼
で
あ
る

女
史
の
批
判
書
は
見
な
い
が
、
私
と
し
て
は
、
女
史
は
階
級
的
認
識
の

手
前
に
あ
つ
て
、
自
己
の
進
ん
で
來
た
淸
貧
の
藝
術
に
忠
實
で
あ
る
と
い

ふ
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
女
史
の
文
學
に
は
高
氣
が
な
い
。
と
い
ふ
の

は
現
在
ま
で
の
文
學
（
プ
ロ
文
學
を
の
ぞ
い
て
の
）
に
は
何
か
知
ら
高
氣
、

藝
術
を
藝
術
化
し
た
と
い
つ
た
よ
う
な
も
の
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
の

高
氣
が
感
じ
ら
れ
な
い
社
會
に
對
す
る
リ
ア
ル
な
把
握
、
そ
の
詩
は
淸
貧

を
笑
ふ
こ
と
が
あ
つ
て
も
嘆
く
こ
と
が
な
い
、
そ
れ
を
持
つ
て
餘
す
こ
と

が
あ
つ
て
も
、
捨
て
ゝ
し
ま
わ
な
い
、
あ
の
忠
實
さ
が
露
骨
に
、
が
つ
ち

り
と
把
握
さ
れ
て
あ
る

私
は
最
近
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
文
學
に
對
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
的
に
高
踏
的

な
感
が
深
く
さ
れ
た
。
理
論
に
壓
迫
さ
れ
て
ゐ
る
、
理
論
の
た
め
社
會
の

人
情
を
忘
れ
果
て
た
姿
、
生
に
關
し
て
死
を
數
へ
て
ゐ
る
や
う
な
姿
を
見

始
め
た
。
そ
し
て
叉
今
は
つ
く

〲
十
一
谷
氏
が
か
つ
て
い
つ
た
「
流
行

に
媚
び
る
文
學
」
で
あ
り
「
人
の
た
め
の
文
學
な
ら
ば
な
し
よ
か
ら
ん
」

の
芭
蕉
の
言
葉
を
思
ひ
出
す

放
浪
記
を
讀
み
續
放
浪
記
を
讀
み
、
「
彼
女
の
履
歴
」
等
に
及
ん
で
女

史
の
持
つ
鬱
憤
（
？
）
が
始
め
て
解
り
始
め
た

女
史
に
は
人
間
の
本
能
が
あ
る
。
浮
び
上
ら
う
と
す
る
あ
の
焦
燥
に
似

た
本
能
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
女
史
の
文
學
は
貧
の
階
級
に
妥
協
し
な
か

つ
たそ

の
焦
燥
的
な
本
能
、
そ
れ
は
更
に
現
實
の
プ
ロ
文
學
が
ア
ジ
る
と
こ

ろ
の
妥
協
、
勞
働
者
の
團
結
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
出
來
て
ゐ
る
の
で
あ

り
、
更
に
現
實
の
不
況
と
失
業
者
の
氾
濫
は
、
浮
か
び
あ
が
ら
う
と
す
る

本
能
を
爭
鬪
に
容
易
に
轉
化
せ
し
め
得
ら
る
ゝ
の
だ
、
女
史
が
そ
の
中
に

捲
き
込
ま
れ
た
な
ら
ば
我
々
は
女
史
の
こ
の

理

實
に
あ
つ
て
の
偉
大
な

（
マ
マ
）

（
？
）
特
異
性
を
發
見
す
る
こ
と
は
出
來
な
か
つ
た
で
あ
ら
う

空
腹
を
抱
い
て
泣
く
、
泣
く
こ
と
に
よ
つ
て
新
た
ら
し
い
現
實
の
視
野

を
求
め
た
、
こ
の
力
が
女
史
の
小
説
に
力
を
與
へ
て
ゐ
る
、
女
史
の
空
腹

の
詩
は
、
リ
ア
ル
な
飽
く
こ
と
も
な
い
生
で
あ
る
そ
し
て
叉
理
論
に
よ
つ

て
割
り
切
れ
る
も
の
で
な
い
、
あ
の
曲
つ
た
空
腹
の
背
す
じ
と
腹
の
皮
の

合
致
す
る
と
こ
ろ
に
ア
ジ
以
上
の
何
も
の
か
を
與
へ
て
ゐ
る
の
だ

女
史
を
ア
ナ
キ
ス
ト
だ
と
呼
ぶ
、
け
れ
ど
も
私
は
そ
ん
な
主
義
に
結
び

つ
け
て
解
釋
し
た
く
な
い
、
女
史
の
現
實
の
生
活
狀
態
か
ら
し
て
、
そ
う

云
ふ
の
で
あ
る
な
ら
ば
イ
ゴ
イ
ス
ト
で
さ
へ
あ
る
何
故
な
ら
女
史
は
階
級

爭
鬪
の
鬪
士
と
し
て
轉
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
プ
ロ
文
學
者
の
說
か

ら
）
可
能
性
が
あ
る
か
ら
だ
〔
「
京
城
日
報
」
昭
和
六
年
一
二
月
二
〇
日
朝
刊
八
面
〕

（
下
）

女
史
の
文
學
に
お
け
る
階
級
は
、
要
求
で
も
な
く
ア
ジ

・

プ
ロ
で
も

（
マ
マ
）



な
い
。
そ
れ
は
現
實
が
如
何
に
女
史
の
あ
つ
た
階
級
を
腐
敗
さ
せ
、
苦
し

め
て
ゐ
る
か
そ
の
中
に
あ
つ
て
、
か
く
の
如
く
戰
つ
て
來
た
人
間
（
女
史

自
身
の
こ
と
）
世
の
女
性
が
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と

の
や
う
に
私
は
考
へ
て
ゐ
る

放
浪
記
の
如
き
、
あ
の
詩
は
理
論
あ
る
著
者
に
よ
つ
て
出
來
得
る
も
の

で
な
い
。
岩
藤
雪

天

の
作
が
、
徳
永
直
の
作
が
ア
ジ
テ
ー
シ
ヨ
ン
に
於

（
マ
マ
）

て
、
政
治
的
關
心
の
問
題
に
あ
つ
て
、
勞
働
者
、
貧
者
階
級
に
大
き
な
爭

鬪
の
自
覺
を
與
へ
て
ゐ
る
に
せ
よ
、そ
れ
は
數
理
的
な
問
題
に
過
ぎ
な
い
。

そ
れ
は
文
學
藝
術
を
借
り
た
理
論
で
あ
る
。
そ
の
小
説
の
人
物
が
行
動
す

る
理
論
の
善
惡
（
階
級
的
良
心
の
）
の
討
議
場
と
し
て
の
小
説
な
の
だ
。

生
活
の
不
安
は
爭
鬪
に
よ
つ
て
慰
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
れ
だ
け
の
文
學
な

の
だ
。
そ
こ
に
あ
る
戀
愛
は
數
字
的
で
あ
り
、
賣
淫
は
、
形
の
變
つ
た
意

識
で
あ
り
、
意
味
で
あ
り
認
識
さ
せ
ん
と
す
る
努
力
で
あ
り
、
燃
え
上
る

（
？
）
苦
痛
の
や
り
場
の
明
示
で
あ
る

ゴ
ー
ス
ト
ツ
プ
の
如
き
も
パ
ツ

〱
と
火
を
燃
え
あ
げ
さ
せ
る
鍛
冶
場

の
フ
イ
ゴ
を
押
し
て
ゐ
る
や
う
な
も
の
だ
。
た
ゞ
惡
人
は
警
察
で
あ
り
刑

事
で
あ
り
資
本
家
で
あ
り
そ
れ
が
持
つ
て
ゐ
る
政
治
■
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
だ
け
で
吾
々
は
こ
の
文
學
に
組
し
、
こ
の
文
學
の
未
來
性
を
確
立
し
て

明
る
く
さ
れ
得
る
か
果
し
て
勞
働
者
が
其
鬪
爭
に
の
み
自
己
を
生
か
す
道

だ
と
盲
目
的
に
も
思
は
し
め
る
こ
と
が
出
來
る
だ
ら
う
か
？
人
間
は
さ
う

出
來
て
ゐ
る
の
か
、
私
は
こ
の
社
會
の
現
實
に
直
面
す
る
貧
者
の
行
動
が

か
く
な
ら
ず
ば
な
ら
ず
と
知
ら
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
文
學
が
そ
れ
だ
け
の

機
械
で
あ
る
こ
と
に
は
贊
し
得
な
い
も
の
だ

ゴ
ー
ス
ト
ツ
プ
を
持
ち
出
し
た
つ
い
で
に
も
つ
と
こ
の
作
品
を
見
て
見

よ
うプ

ロ
文
學
の
大
衆
化
の
一
端
を
完
成
し
た
と
云
は
れ
た
作
品
で
あ
る
が

叉
反
面
に
は
俗
惡
な
急
速
な
テ
ン
ポ
、
書
き
切
れ
な
い
も
の
を
書
き
つ
く

そ
う
と
し
て
焦
燥
に
似
た
も
の
概
念
的
な
事
件
の
取
扱
ひ
方
等
々
が
厭
に

眼
に
つ
く
。
そ
し
て
ま
た
い
や
に
氣
取
つ
て
書
か
れ
て
あ
る

そ
れ
は
腐
つ
た
魚
を
持
ち
出
し
て
大
衆
の
眼
前
に
さ
ら
け
出
し
、
我
々

の
文
學
は
と
、
そ
の
魚
の
價
値
を
市
場
の
賣
買
業
者
の
不
注
意
か
ら
し
て

腐
敗
せ
し
め
た
も
の
ゝ
如
く
云
ひ
ふ
ら
し
て
ゐ
る
と
云
つ
た
と
こ
ろ
が
あ

る
。
魚
の
腐
敗
す
る
原
因
は
語
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
勞
働
者
、
マ
ル

ク
ス
主
義
の
理
想
家
は
斯
く
ま
で
マ
ル
ク
ス
學
を
宗
敎
的
に
信
じ
た
行
動

を
見
よ
と
云
つ
て
ゐ
る
も
の
だ
。
貴
司
山
治
に
と
つ
て
は
マ
ル
ク
ス
は
宗

敎
的
な
信
念
に
よ
つ
て
そ
れ
を
信
じ
、
さ
う
な
る
こ
と
に
超
人
的
な
（
？
）

氣
持
で
ゐ
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
文
學
は
理
論
の
超
人
的
態
度
を
必
要

と
し
な
い
。
必
要
が
あ
つ
た
に
し
て
も
理
論
は
か
く
れ
た
る
精
神
で
あ
る
。

そ
れ
は
大
衆
の
心
臟
を
射
て
も
、
讀
む
だ
け
に
止
め
ら
れ
る
も
の
で
な
い
。

讀
ま
し
め
る
も
の
は
、
人
情
で
あ
り
、
環
境
に
よ
る
人
間
の
微
妙
な
動
き
、

働
き
に
よ
る
外
は
な
い
。
そ
れ
が
缺
け
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
が
出
來
る

ゴ
ー
ス
ト
ツ
プ
の
空
腹
を
か
ゝ
へ
た
人
間
は
、
一
様
に
爭
鬪
を
覺
悟
す

る
人
間
、
そ
れ
以
外
に
な
い
や
う
な
爭
議
、
運
動
の
た
め
の
傀
儡
が
う
め

い
て
ゐ
る
だ
け
だ
が
、
林
芙
美
子
の
空
腹
を
感
じ
た
人
間
は
、
全
々
姿
が

違
ふ
、
そ
こ
に
文
學
と
し
て
の
本
質
的
な
相
違
が
あ
る
後
者
の
文
學
に
光

が
あ
る

空
腹
に
直
面
す
る
人
間
が
空
腹
を
ま
づ
み
た
す
た
め
に
爭
鬪
を
意
識
す

る
だ
ら
う
か
、
ま
づ
空
腹
を
充
す
た
め
の
勞
働
…
何
ん
な
こ
と
が
あ
つ
て



も
、
も
の
ご
ひ
を
し
て
も
空
腹
を
充
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
あ
の
眞
劍
な

本
能
を
感
じ
る
そ
れ
は
か
な
ら
ず
人
を
う
つ
、
そ
の
場
合
に
爭
鬪
心
ば
か

り
湧
き
返
る
や
う
な
空
腹
の
眞
理
は
あ
り
得
な
い
。
食
は
ず
に
生
き
ら
れ

る
人
間
な
ら
と
も
か
く
だ

所
謂
、
人
間
の
眞
實
、
現
に
直
面
す
る
空
腹
の
克
服
、
生
命
の
本
能
と

い
ふ
も
の
が
あ
る
の
だ
。
こ
れ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
つ
て
生
か
す
こ
と

は
出
來
な
い
。
林
芙
美
子
女
史
の
力
の
こ
も
つ
た
も
の
を
感
じ
さ
せ
ず
に

は
置
か
な
い
の
は
こ
ゝ
に
あ
る
の
だ
と
思
ふ
。
と
に
か
く
藝
術
の
眞
と
藝

術
化
の
型
と
の
相
違
が
あ
る
の
だ

藝
術
を
意
識
化
の
理
論
過
程
と
す
る
と
こ
ろ
に
、藝
術
の
空
地
を
感
じ
、

意
識
を
藝
術
化
す
る
と
こ
ろ
に
意
識
と
藝
術
の
空
地
を
感
じ
る

「
人
の
た
め
の
文
學
な
ら
ば
な
し
よ
か
ら
ん
」

そ
の
通
り
だ
、
空
地
が
あ
り
な
が
ら
も
作
り
い
ゝ
の
だ
。
苦
心
が
な
く

出
來
上
る
と
い
ふ
の
だ
。
個
性
も
な
く
、
（
個
性
は
彼
等
に
と
つ
て
必
要

で
は
な
い
の
だ
が
）
そ
の
た
め
に
プ
ロ
文
學
は
マ
ル
ク
ス
の
お
供
を
迎
へ

道
具
と
し
か
な
ら
な
い

自
分
の
た
め
の
文
學
、
人
の
た
め
の
文
學
、
理
想
の
た
め
の
文
學
、
理

論
の
文
學
、
自
然
の
文
學

―

然
し
「
た
め
に
」
す
る
文
學
に
「
た
め
」
な
ら
ざ
る
は
な
い
。「
た
め
」

で
あ
れ
ば
「
た
め
」
が
眼
立
つ
。
た
め
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
た
め
」

の
た
め
の
文
學
を
要
求
す
る
の
だ

私
は
林
芙
美
子
女
史
の
文
學
に
就
て
十
分
の
批
判
は
出
來
な
い
、
今
後

の
女
史
が
何
う
轉
向
す
る
か
、
然
し
な
が
ら
女
史
の
轉
向
は
中
條
百
合
子

女
史
の
「
す
ら
か
つ
た
信
吉
」
の
や
う
な
概
觀
の
藝
術
で
は
な
い
で
あ
ら

う
、
林
史
が
プ
ロ
文
文
學
に

あ

新
し
い
方
向
を
與
へ
る
の
で
は
な
い
か

（
マ
マ
）

（

マ

マ

）

（
マ
マ
）

と
思
ふ
の
だ

女

が
林
女
史
の
文
學
は
今
尚
自
然
主
義
的
な
色
彩
が
あ
る

（
マ
マ
）

や
う
だ
、
リ
ア
ル
な
ロ
ー
マ
ン
チ
イ
ズ
ム
と
云
ふ
や
う
な
も
の
、

腔

腹

（
マ
マ
）

の
戀
愛
そ
ん
な
も
の
が
あ
る
の
も
ま
ぬ
が
れ
な
い
〔
「
京
城
日
報
」
昭
和
六
年

一
二
月
二
二
日
朝
刊
八
面
〕

文
壇
噂
ば
な
し

「
放
浪
記
」
の
續
き
を
や
り
に
フ
ラ
ン
ス
に
行
つ
た

林

芙
美
子
氏
は
、

は
う

つ
ゞ

は
や
し

流
石
に
奇
談
逸
話
の
自
傳
専
門
に
賣
り
出
し
た
ゞ
け
あ
つ
て
そ
の
豐
富
さ

だ
ん

で
ん
せ
ん

は
正
に

驚

く
ば
か
り
、
本
人
の
い
ふ
と
こ
ろ
世
間
で
い
ふ
と
こ
ろ
悉
く

を
ど
ろ

せ

眞
僞
人
亂
れ
て
讀
む
も
の
を
呆
然
た
ら
し
め
る
。

み
だ

◇

し
か
し
、
こ
と
の
正
否
、
眞
僞
は
ど
う
あ
ら
う
と
も
す
べ
て
こ
れ
宣
傳

ひ

で
ん

の
世
の
中
な
れ
ば
、
芙
美
子
氏
の
如
く
、
ま
さ
に
打
つ
て
つ
け
の
商
品
價

よ

値
を
有
す
る
現
代
向
き
文
士
と
い
ふ
べ
き
で
あ
つ
て
當
人
夙
に
こ
の
點
を

つ
と

御
承
知
で
…
…
何
が
何
だ
つ
て
好
い
ぢ
や
な
い
で
す
か
と
口
癖
の
や
う
に

く
せ

い
つ
て
ゐ
る
。

け
れ
ど
も
如
何
に
何
が
何
で
も
構
は
ん
と
い
つ
た
と
こ
ろ
で
、
フ
ラ
ン

か
ま

ス
に
行
く
以
上
、
片
言
な
り
と
フ
ラ
ン
ス
語
が
出
來
ね
ば
な
る
ま
い
、
と

發
心
し
て
八
月
頃
か
ら
御
亭
主
手
塚
君
の
友
人
の
内
海
と
い
ふ
人
の
と
こ

こ
ろ

て
い

つ
か

い
う

ろ
へ
フ
ラ
ン
ス
語
の
勉
強
に
通
つ
た

ご
う

◇

そ
の
内
海
君
と
い
ふ
人
が
ま
た
畫
家
で
あ
る
が
ま
だ
一
枚
の
繪
を
展
覽

て
ん
ら
ん



會
に
出
し
た
こ
と
も
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
に
繪
の
修
業
に
は
行
つ
た
が
、
一

枚
も
描
い
た
も
の
を
持
つ
て
來
ず
、
只
々
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
で
踊
り
子
と
遊

を
ど

こ

あ
そ

ぶ
こ
と
だ
け
を
お
ぼ
え
て
來
た
と
い
ふ
金
持
ち
の
若
君
だ
け
に
ど
う
も
フ

ラ
ン
ス
語
を
敎
へ
る
な
ん
て
こ
と
は
柄
に
合
は
な
い
。

か
ら

◇

は
じ
め
の
う
ち
こ
そ
ア
ー
、
ベ
ー
、
セ
ー
、
と
や
り
は
や
つ
た
が
、
内

海
君
が
片
時
も
酒
杯
を
離
せ
ぬ
呑
ん
べ

い

で
、
敎
は
る
芙
美
子
氏
も
い

は
い

（
マ
マ
）

け
る
口
と
て
つ
い
一
杯
つ
て
こ
と
は
な
つ
て
了
ひ
、
醉
つ
拂
つ
て
家
に
歸

は
い

か
へ

る
が
関
の
山
。
た
う

〱
十
一
月
一
日
の
出
帆
ま
で
に
「
ト
レ
・
ビ
ヤ
ン
」

も
覺
へ
ず
「
何
ん
だ
つ
て
い
ゝ
わ
」
で
諦
め
て
出
掛
け
て
了
つ
た
。

◇

そ
の
内
海
君
が
「

描
が
ゝ
ざ
る
畫
家
で
あ
る
様
に
、芙
美
子
氏
の
御
亭

（
マ
マ
）

よ
う

ふ

て
い

主
手
塚
君
も
友
達
の
義
理
合
ひ
か
ら
か
、
一
向
に
パ
ツ
と
し
な
い
畫
家
で

つ
か

と
も

り

あ
る
。
が
彼
女
の
近
作
「
淸
貧
の
書
」
に
も
あ
る
通
り
非
常
に
面
白
い
性

ひ
ん

せ
い

格
の
男
で
、
呑
ん
氣
で
利
巧
で
あ
ま
り
細
君
の
行
動
に
立
ち
入
ら
な
い
、

こ
う

さ
い

そ
れ
が
長
く
二
人
が
一
緒
に
を
ら
れ
る
理
由
で
も
あ
ら
う
。

り

◇

二
人
が
そ
も

〱
一
緒
に
な
る
動
機
か
ら
し
て

頗

る
振
つ
て
ゐ
る
。

き

す
こ
ぶ

ふ
る

當
時
芙
美
子
氏
は
寢
る
所
も
な
く
一
知
人
の
下

宿

に
轉
が
り
込
ん
で
ゐ

ふ

し
ゆ
く

こ
ろ

た
が
、
矢
張
そ
の
下

宿

に
ゐ
た
別
の
男
に
深
夜
忍
び
寄
ら
れ
逃
げ
込
ん

し
ゆ
く

し
ん

や

よ

に

だ
の
が
隣
室
に
ゐ
た
手
塚
君
の
部
屋
。
來
る
者
は
拒
ま
ず
、
と
ば
か
り
抱

り
ん

つ
か

こ
ば

い
た
の
が
初
ま
り
で
あ
つ
た

◇

だ
が
あ
る
人
人
の
説
に
よ
る
と
忍
び
寄
ら
れ
た
な
ん
て
嘘
で
、
と
稱
し

よ

う
そ

て
か
ね
て
目
星
を
つ
け
て
お
い
た
手
塚
君
の
所
へ
も
ぐ
り
込
ん
だ
も
の
だ

つ
か

と
い
ふ
果
し
て
眞
僞
は
如
何
？

は
た

◇

來
る
者
を
拒
ま
ぬ
手
塚
君
、
芙
美
子
氏
が
フ
ラ
ン
ス
に
去
る
と
も
別
に

こ
ば

つ
か

愛
惜
の
様
子
も
な
く
廿
七
日
夜
芙
美
子
氏
の
渡
佛
送
別
會
が
レ
イ
ン
ボ
ー

せ
き

よ
う

や

ふ
つ

グ
リ
ル
で
あ
つ
た
際
も
、
一
番
別
れ
を
惜
ん
だ
の
は
呑
み
友
逹
で
あ
り
昔

さ
い

を
し

と
も

か
ら
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
つ
た
辻
潤
と
特
別
の
師
弟
關
係
（
？
）
あ
る
德
田

つ
じ

と
く

し

け
い

秋
聲
老
で
あ
つ
た
と
の
こ
と
。〔
「
京
城
日
報
」
昭
和
六
年
一
一
月
二
一
日
朝
刊
六

面
〕

【
注
記
】

引
用
は
『
林
芙
美
子
全
集

第
一
六
巻
』
（
文
泉
堂
出
版
株
式
会
社
、
昭
和
五
二
年

1
四
月
二
〇
日
発
行
）
の
年
譜
に
依
っ
た
。

十
一
谷
義
三
郎
は
「
文
芸
時
評

三
」（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
七
年
一
一
月
四
日
）

2
で
「
小
区
」
に
つ
い
て
「
女
ご
こ
ろ
に
潜
む
「
善
き
古
さ
」
を
、
縦
か
ら
横
か
ら
眺

め
て
、
そ
の
味
を
、
雨
に
、
花
に
、
犬
に
、
小
区
居
住
者
の
景
物
的
展
望
に
ま
で
ゆ

き
わ
た
ら
せ
た
佳
作
」
だ
と
評
価
し
な
が
ら
、
「
作
家
的
捨
身
の
開
眼
の
道
程
を
だ
ど

ら
う
と
す
る
や
う
見
え
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

但
し
、
昭
和
女
子
大
学
近
代
文
学
研
究
書
発
行
の
『
近
代
文
学
研
究
叢
書
』
（
第
六

3
九
巻
、
平
成
七
年
三
月
二
〇
日
）
に
は
そ
の
書
誌
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
林
芙
美
子
長
篇
小
説
集
第
六
巻
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
一
四
年
二
月
）

4

合
田
謙
一
郎
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
『
新
聞
人
名
辞
典
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、

5
昭
和
六
三
年
二
月
）
や
『
日
本
人
物
情
報
大
系
』
（
皓
星
社
、
平
成
一
一
年
七
月
～
平

成
一
三
年
一
月
）
、
ま
た
当
時
の
『
新
聞
総
覧
』
な
ど
を
参
照
し
た
が
そ
の
詳
細
に
つ



い
て
は
未
だ
定
か
で
は
な
い
。

宇
野
浩
二
は
「
雑
誌
文
学
の
眺
望
（
二
）
」（
「
読
売
新
聞
」
昭
和
六
年
一
一
月
五
日
）

6
で
当
月
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
の
小
説
の
中
で
一
番
面
白
か
っ
た
と
褒
め
な
が
ら
、
作

者
の
芙
美
子
が
「
左
翼
か
右
翼
か
知
ら
な
い
が
」
、
彼
女
の
小
説
を
初
め
て
読
ん
で
「
或

る
新
し
い
小
説
を
見
出
し
た
と
い
ふ
喜
び
」
を
表
し
て
い
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程
二
年
）
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